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藤
　
原
　
享
　
和

『
琴
歌
譜
』
所
伝
部
の
記
述
意
識

『
琴
歌
譜
』
は
大
正
末
期
の
発
見
か
ら
今
日
ま
で
約
一
〇
〇

年
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
が
、
歌
の
所
伝
と
い
う
べ
き
散
文

部
に
つ
い
て
は
俯
瞰
的
な
研
究
が
乏
し
く
、
そ
の
部
分
を
指

す
学
術
用
語
す
ら
定
ま
っ
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。
本
稿
で

は
そ
の
部
分
を
「
所
伝
部
」
と
名
づ
け
た
。『
琴
歌
譜
』
は
一

部
の
歌
に
の
み
所
伝
部
を
附
し
、
そ
の
所
伝
部
も
一
つ
の
歌

に
つ
い
て
単
数
附
さ
れ
る
場
合
と
複
数
附
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

所
伝
部
の
こ
の
記
述
意
識
が
那
辺
に
あ
る
の
か
を
探
る
の
が

本
稿
の
目
的
で
あ
る
。『
琴
歌
譜
』
は
『
日
本
書
紀
』、『
古
事

記
』
両
方
に
同
一
歌
が
あ
る
も
の
に
は
『
日
本
書
紀
』
か
ら

の
み
歌
と
適
合
す
る
所
伝
を
引
用
し
て
記
し
、『
古
事
記
』
に

の
み
同
一
歌
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
『
古
事
記
』
を
引
用

し
た
所
伝
部
と
、
よ
り
歌
と
適
合
す
る
別
の
所
伝
部
を
記
す
。

『
古
事
記
』
の
歌
と
所
伝
の
結
び
つ
き
が
当
然
の
所
与
で
な

い
こ
と
は
近
代
の
歌
謡
研
究
者
の
共
通
認
識
で
あ
る
が
、
平

安
時
代
前
期
の
大
歌
所
は
既
に
こ
の
意
識
を
も
っ
て
歌
と
所

伝
の
結
び
つ
き
を
追
究
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
、『
琴
歌
譜
』
に
つ
い
て

二
、『
琴
歌
譜
』
研
究
の
問
題
点

三
、
本
稿
の
目
的

四
、『
琴
歌
譜
』
所
伝
部
の
記
述
意
識

五
、
結
論
と
今
後
の
方
向
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一
、『
琴
歌
譜
』
に
つ
い
て

　
『
琴
歌
譜
』
は
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
の
写
本
発
見
か
ら

一
〇
〇
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
原
本
は
お

ろ
か
他
の
写
本
も
見
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
研
究
対
象
と
し
て
私
た
ち

の
前
に
あ
る
の
は
「
写

　
天
元
四
年
十
月
廿
一
日
」
の
奥
書
を
も
つ

一
本
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
、
文
字
遣
い
な
ど
に
疑
義
が
あ
っ
て
も
、

諸
本
校
合
と
い
う
古
典
籍
研
究
の
基
礎
的
作
業
を
行
っ
て
疑
問
を
解

い
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
当
該
写
本
は
縦
二
八
、
五
セ
ン
チ
、
長
さ
四
三
六
、
九
セ
ン
チ１

の

巻
子
本２

で
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
一
二
月
一
四
日
に
重
要
文
化
財

の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
五
摂
家
筆
頭
近
衛
家
伝
来
の
典
籍
で
現
在

は
財
団
法
人
陽
明
文
庫
（
京
都
市
右
京
区
宇
多
野
上
ノ
谷
町
）
の
所

有
と
な
っ
て
い
る
。

　
奥
書
か
ら
、
こ
の
写
本
の
書
写
年
代
は
一
〇
世
紀
後
半
（
天
元
四

年
は
九
八
一
年
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
原
本
の
成
立
時
期
に
つ

い
て
は
主
に
以
下
の
諸
説
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
確
定
は
難
し

い
。

　
１ 

、
平
安
朝
初
期
頃
説
…
…
神
野
富
一
「
琴
歌
譜
の
『
原
テ
キ
ス

ト
』
成
立
論３

」

　
２ 

、
弘
仁
初
年
説
…
…
土
橋
寛
「
陽
明
文
庫
所
蔵
古
歌
謡
集
の
解

説
　
一
『
琴
歌
譜
』４

」

　
３ 

、
弘
仁
年
間
（
八
一
〇
～
八
二
四
）
頃
説
…
…
植
山
茂
「
都
の

音
色
─
京
洛
音
楽
文
化
の
歴
史
展
─
」
図
録５

　
４ 

、
平
安
の
極
く
初
期
（
上
限
）
～
八
六
五
年
（
下
限
）
説
…
…

西
宮
一
民
「
琴
歌
譜
に
於
け
る
二
、
三
の
問
題６

」

　
５ 

、
寛
平
年
代
（
八
八
九
～
八
九
七
、
宇
多
代
）
下
限
説
…
…
賀

古
明
「
琴
歌
譜
の
大
歌７

」

　
『
琴
歌
譜
』
の
発
見
者
で
あ
る
佐
佐
木
信
綱
は
「
新
た
に
知
ら
れ

た
る
上
代
の
歌
謡
に
就
い
て８

」
に
お
い
て
「
大
正
十
三
年
六
月
、
自

分
は
京
都
に
赴
き
、
京
都
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
に
於
い
て
、
四
月

に
近
衛
家
か
ら
寄
托
さ
れ
た
古
典
籍
を
披
見
す
る
こ
と
を
得
た
。
そ

の
中
に
、
琴
歌
譜
と
題
す
る
古
写
の
巻
子
本
が
あ
つ
た
。（
中
略
）

自
分
は
数
年
前
、
東
京
な
る
近
衛
家
に
於
い
て
、
万
葉
集
目
録
を
発

見
し
、
そ
を
学
界
に
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
つ
た
が
、
こ
の
琴
歌
譜
は
、

同
じ
く
数
百
年
来
筐
底
に
秘
蔵
せ
ら
れ
、
随
つ
て
、
学
者
の
耳
目
に

触
れ
ざ
り
し
文
献
で
、
巻
中
、
未
だ
か
つ
て
世
に
知
ら
れ
な
か
つ
た

上
代
の
歌
謡
十
数
首
を
含
ん
で
を
る
。
即
ち
、
紀
記
万
葉
等
に
収
め

ら
れ
て
あ
る
以
外
に
、
上
代
の
歌
謡
十
数
首
が
、
こ
の
書
の
発
見
に

よ
っ
て
、
新
た
に
わ
が
歌
謡
史
の
上
に
加
は
つ
た
の
で
あ
る
。
多
年

上
代
及
中
世
の
歌
謡
に
就
い
て
研
究
し
て
を
る
自
分
に
と
つ
て
は
、

こ
の
発
見
は
夢
に
は
あ
ら
ず
や
と
た
ど
ら
る
ゝ
ば
か
り
の
喜
ば
し
さ
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で
あ
つ
た
。
琴
歌
譜
一
巻
は
、
わ
が
国
の
歌
謡
史
の
上
に
、
音
楽
史

の
上
に
、
国
語
学
の
上
に
、
国
史
の
上
に
、
神
道
研
究
の
上
に
、
寄

与
す
る
所
の
尠
く
な
い
書
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
に
そ
の
大
略
を
紹
介

し
よ

（
マ
マ
）う

と
お
も
ふ
。
本
書
は
、
大
歌
所
の
大
歌
師
の
家
に
あ
つ
た
も

の
を
写
し
伝
へ
た
も
の
、
六
絃
の
和
琴
に
合
せ
て
歌
つ
た
古
歌
謡
の

譜
で
、
縦
九
寸
六
分
、
横
一
丈
四
尺
八
寸
余
、
上
下
及
縦
に
墨
界
が

あ
り
、
所
々
に
虫
く
ひ
が
あ
る
。
ま
づ
初
に
序
文
が
あ
り
。
次
に
何

歌
ま
た
何
扶
理
等
と
題
し
た
歌
詞
が
あ
り
、
次
に
歌
詞
の
譜
が
あ
つ

て
、
そ
の
傍
に
歌
曲
の
譜
が
朱
で
書
い
て
あ
り
、
次
に
歌
の
縁
起
を

載
せ
て
あ
る
。（
縁
起
の
書
い
て
無
い
も
の
も
あ
る
）
し
か
し
て
、

巻
末
に
書
写
の
年
代
の
奥
書
が
あ
る
。」
と
熱
っ
ぽ
く
語
り
、
発
見

二
年
後
に
は
武
田
祐
吉
が
『
続
万
葉
集
』
に
歌
の
所
伝
と
い
う
べ
き

散
文
部
も
含
め
て
『
琴
歌
譜
』
所
載
歌
を
掲
載９

、
発
見
約
三
年
後
に

は
古
典
保
存
会
か
ら
原
寸
大
の
複
製
本
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

末
尾
に
山
田
孝
雄
、
橋
本
進
吉
が
連
名
で
「
近
衛
公
爵
所
蔵
琴
歌
譜

解
説
」
を
寄
せ
、「
本
書
は
（
中
略
）
古
代
の
文
献
と
し
て
貴
重
な

る
に
止
ま
ら
ず
、
本
邦
歌
謡
史
の
上
に
は
絶
大
の
価
値
を
有
す
る
も

の
な
り
。
そ
の
茲
都
歌
、
伊
勢
神
歌
、
大
直
備
歌
、
宇
吉
歌
、
酒
坐

歌
、
茲
良
宜
歌
と
い
へ
る
も
の
、
又
高
橋
扶
理
、
短
埴
安
扶
理
、
天

人
扶
理
、
継
根
扶
理
、
庭
立
振
、
阿
夫
斯
弖
振
、
山
口
扶
理
、
長
埴

安
扶
理
、
阿
遊
陀
扶
理
と
い
へ
る
も
の
、
又
片
降
と
い
へ
る
も
の
、

歌
返
と
い
へ
る
も
の
、
い
づ
れ
も
古
代
の
歌
曲
の
名
目
た
る
こ
と
明

か
に
し
て
、
そ
が
中
に
も
埴
安
扶
理
に
長
短
の
二
曲
あ
る
が
如
き
、

又
片
降
の
曲
の
一
が
、
所
謂
神
楽
歌
の
詞
と
同
じ
く
、
他
の
一
が
大

直
備
歌
と
詞
を
同
じ
く
し
て
曲
を
異
に
し
、
し
か
も
そ
の
大
直
備
歌

が
、
古
今
集
所
載
の
大
な
ほ
び
歌
の
源
た
る
が
如
き
、
研
究
上
最
も

重
要
な
る
関
鍵
た
る
べ
き
も
の
な
り
。
更
に
之
を
古
事
記
に
い
へ
る

歌
曲
の
名
目
に
照
す
に
、
そ
の
志
都
歌
と
い
ひ
、
志
良
宜
歌
と
い
ひ
、

宇
岐
歌
と
い
へ
る
は
、
こ
こ
の
茲
都
歌
、
茲
良
宜
歌
、
宇
吉
歌
と
同

じ
も
の
を
さ
せ
る
こ
と
著
し
く
、
そ
の
酒
楽
歌
と
い
へ
る
は
こ
こ
に

酒
坐
歌
と
い
へ
る
も
の
に
同
じ
。
そ
の
他
夷
振
宮
人
振
な
ど
い
へ
る

は
同
じ
名
目
は
な
け
れ
ど
、
こ
こ
に
高
橋
扶
理
、
天
人
扶
理
な
ど
い

へ
る
と
同
じ
基
礎
に
立
ち
て
の
命
名
な
る
こ

（
マ
マ
）と

く
思
は
る
れ
ば
、
本

書
の
歌
曲
と
古
事
記
の
歌
曲
と
の
間
に
は
密
接
の
関
係
あ
る
べ
く
思

は
る
る
な
り
。
本
書
に
載
す
る
歌
曲
は
上
述
の
如
く
古
代
の
歌
謡
の

研
究
に
大
な
る
光
を
投
ず
る
も
の
な
る
が
、
そ
れ
と
共
に
後
代
の
歌

謡
と
の
関
繋
も
又
研
究
せ
ら
る
べ
き
も
の
な
る
べ
し（1

。」
と
、
新
出

史
料
で
あ
る
『
琴
歌
譜
』
の
文
学
研
究
史
上
の
意
義
を
力
説
し
て
い

る
。
そ
の
後
も
賀
古
明
『
琴
歌
譜
新
論（（

』、
神
野
富
一
・
武
部
智
子
・

田
中
裕
恵
・
福
原
佐
知
子
『
琴
歌
譜
注
釈
稿
（
一
）
～
（
四（1

）』、
神

野
富
一
『
ヨ
ム
・
ウ
タ
フ
・
琴
歌

　
万
葉
歌
古
代
歌
謡
論
攷（1

』、
島

田
晴
子
『
琴
歌
譜
か
ら（1

』
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
『
琴
歌
譜
』

そ
の
も
の
の
研
究
は
進
ん
で
お
り（1

、
一
部
は
解
読
譜
（
五
線
譜
）
の

提
示（1

や
復
元
演
奏
の
Ｃ
Ｄ
化（1

も
行
わ
れ
て
い
る
。
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『
万
葉
集
』
や
『
日
本
書
紀
』、『
古
事
記
』
に
比
べ
れ
ば
先
行
研

究
も
少
な
く
、
一
般
的
な
認
知
度
も
決
し
て
高
い
と
は
言
え
な
い

『
琴
歌
譜
』
で
あ
る
が
、
右
記
の
通
り
こ
の
一
〇
〇
年
の
間
に
研
究

は
一
定
程
度
蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

二
、『
琴
歌
譜
』
研
究
の
問
題
点

　
し
か
し
そ
の
研
究
の
蓄
積
を
追
っ
て
い
く
と
、
ひ
と
つ
看
過
で
き

な
い
問
題
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。『
琴
歌
譜
』
に
は
「
茲
都
歌
」、

「
余
美
歌
」
等
の
歌
曲
名
、
歌
詞
、
譜
付
歌
詞
等
に
加
え
て
一
部
の

歌
に
は
そ
の
歌
の
所
伝
と
い
う
べ
き
散
文
部
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、

先
行
研
究
は
こ
の
部
分
を
「
縁
起
」（
傍
線
は
藤
原
に
よ
る
。
以
下

同
じ
）
と
書
い
た
り
「
縁
記
」
と
書
い
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
同

一
研
究
者
が
両
表
記
を
使
う
こ
と
も
あ
り
、
統
一
が
と
れ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
具
体
的
な
先
行
研
究
を
掲
げ
る
。
当
該
箇
所

に
傍
線
を
附
し
た
。

１
、
佐
佐
木
信
綱
「
歌
の
縁
起（1

」

２ 

、
武
田
祐
吉
「
琴
歌
の
歌
譜
と
歌
詞
と
を
録
し
及
び
そ
の
歌

の
縁
起
を
記
し
た
も
の（1

」

３ 

、
木
本
通
房
「
歌
の
簡
単
な
縁
起
を
も
添
へ
て
ゐ
る
所
が
あ

る11

」

４ 

、
小
西
甚
一
「
歌
詞
と
譜
を
併
せ
記
し
、
そ
の
あ
と
に
縁
起

を
の
せ
る
。
縁
起
つ
ま
り
歌
の
由
来1（

」

５ 

、
賀
古
明
「
琴
歌
譜
中
、
縁
起
を
附
記
し
て
い
る
歌
曲
名
七

種
（
歌
数
十
首
）
で
、
縁
起
種
数
は
十
一
種
が
伝
え
ら
れ
て

い
る11

」

６ 

、
神
野
富
一
・
武
部
智
子
・
田
中
裕
恵
・
福
原
佐
知
子
「
縁

起
」、「
縁
記
」（
同
「
琴
歌
譜
注
釈
稿
（
一
）、（
三
）、

（
四11

）」
に
お
い
て
「
凡
例
」（
担
当
神
野
富
一
）、「
茲
都

歌
」（
同
武
部
智
子
）、「
歌
返
」（
同
田
中
裕
恵
）
で
は
「
縁

起
」、「
余
美
歌
」（
同
神
野
富
一
）、
宇
吉
歌
（
同
武
部
智

子
）、
阿
遊
陀
扶
理
（
同
神
野
富
一
）、「
酒
坐
歌
」（
同
福
原

佐
知
子
）、「
茲
良
宜
歌
」（
同
武
部
智
子
）
で
は
「
縁
記
」

の
表
記
を
と
る
。

７ 

、
神
野
富
一
「
各
歌
謡
ご
と
に
そ
の
歌
曲
名
・
歌
詞
・
縁
記

（
付
さ
れ
て
い
る
も
の
と
付
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
が
あ

る
）（
中
略
）
を
記
し
て
い
る11

」

　
こ
の
よ
う
に
「
縁
起
」、「
縁
記
」
が
混
在
し
て
い
る
。
６
は
同
一

の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
注
釈
中
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
縁

起
」、「
縁
記
」
両
表
記
が
混
在
し
て
い
る
し
、
６
の
「
凡
例
」、「
余

美
歌
」、「
阿
遊
陀
扶
理
」
と
７
は
同
じ
執
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る

が
、
や
は
り
両
表
記
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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山
田
孝
雄
・
橋
本
進
吉
は
前
掲
「
近
衛
公
爵
所
蔵
琴
歌
譜
解
説
」

で
は
「
縁
起
」、「
縁
記
」
と
い
う
表
現
を
と
ら
ず
、「
そ
の
歌
の
作

ら
れ
た
る
由
来11

」
と
説
明
す
る
。
武
田
祐
吉
は
一
九
三
〇
年
の
『
上

代
文
学
史
』（
前
記
２
）
に
お
い
て
「
縁
起
」
を
用
い
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
一
九
五
六
年
の
『
記
紀
歌
謡
集
全
講
』
で
は
「
酒
坐

歌
二
縁
記
」
の
「
釈
」
で
は
「
こ
の
縁
記
は
」
の
よ
う
に
原
文
の
ま

ま
「
縁
記
」
の
表
記
を
と
る11

。
ま
た
同
「
釈
」
に
お
い
て
「
酒
坐
歌

二
縁
記

　
サ
カ
ク
ラ
ノ
ウ
タ
フ
タ
ツ
ノ
コ
ト
ノ
モ
ト11

」
と
述
べ
、

「
縁
記
」
の
読
み
を
「
コ
ト
ノ
モ
ト
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
（「
茲

良
宜
歌
縁
」
の
「
釈
」
に
お
い
て
も
「
茲
良
宜
歌
縁

　
シ
ラ
ゲ
ウ
タ

ノ
コ
ト
ノ
モ
ト11

」
と
述
べ
て
（「
縁
記
」
で
は
な
く
）「
縁
」
の
読
み

も
「
コ
ト
ノ
モ
ト
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
）。「
縁
起
」、「
縁
記
」
の

表
記
の
問
題
の
み
な
ら
ず
「
縁
記
」
の
読
み
も
確
定
し
て
い
な
い
状

態
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
単
な
る
用
語
の
不
統
一
と
い
う
よ
り
も
、『
琴
歌
譜
』
の

所
伝
と
い
う
べ
き
散
文
部
そ
の
も
の
の
研
究
が
不
活
発
で
あ
っ
た
こ

と
、
具
体
的
に
い
え
ば
、『
琴
歌
譜
』
に
記
載
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の

所
伝
と
い
う
べ
き
散
文
部
の
特
質
を
分
析
す
る
こ
と
な
く
、
一
括
り

に
「
縁
起
」、「
縁
記
」
と
し
て
呼
ん
で
き
た
こ
と
や
、
そ
の
こ
と
に

疑
問
を
抱
く
研
究
が
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
近
年
に
な
っ
て
島
田
晴
子
が
漸
く
こ
の
こ
と
を
と
り
あ
げ
、「
こ

の
『
縁
記
』
と
い
う
表
記
だ
が
、
琴
歌
譜
に
は
『
縁
記
』
と
書
か
れ

て
い
て
一
般
の
『
縁
起
』
の
用
字
は
な
い
。
誤
記
と
す
る
人
も
い
る

が
、
そ
う
と
も
思
え
な
い
。
ま
た
簡
単
に
『
縁
記
』
も
『
縁
起
』
も

同
じ
に
扱
っ
て
い
る
論
考
も
あ
る
。11

」
と
問
題
点
を
指
摘
し
た
。

　
「
縁
起
」
は
「
由
来11

」
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
と
し
て
使
用
さ
れ
て

き
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
少
な
く
と
も
『
琴
歌
譜
』
発
見

以
降
の
上
代
歌
謡
研
究
者
が
『
古
事
記
』
所
載
歌
謡
の
前
後
の
地
の

文
を
一
般
的
に
「
縁
起
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、

や
は
り
こ
の
「
縁
起
」
と
い
う
用
語
は
、『
琴
歌
譜
』
記
載
の
「
縁

記
」
を
誤
記
し
た
か
、
あ
る
い
は
『
琴
歌
譜
』
の
「
縁
記
」
を
誤
用

と
す
る
意
識
か
ら
「
縁
起
」
の
表
記
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を

得
な
い
。
そ
も
そ
も
島
田
晴
子
の
先
の
指
摘
の
と
お
り
『
琴
歌
譜
』

の
中
に
「
縁
起
」
と
い
う
語
は
見
え
な
い
。「
縁
記
」
は
『
琴
歌
譜
』

に
見
え
る
語
で
あ
る
が
、
一
番
歌
の
二
種
類
の
所
伝
と
い
う
べ
き
散

文
部
と
一
九
、
二
〇
番
歌
の
所
伝
と
い
う
べ
き
散
文
部
の
み
に
し
か

用
い
ら
れ
て
い
な
い
語
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
所
伝
と
い
う
べ
き
散

文
部
ま
で
も
「
縁
記
」
と
い
う
用
語
で
表
現
す
る
の
は
学
問
的
な
態

度
と
は
い
え
な
い
。「
縁
記
」
と
い
う
語
で
表
せ
る
の
は
あ
く
ま
で

も
一
番
歌
の
二
種
類
の
所
伝
と
い
う
べ
き
散
文
部
と
一
九
、
二
〇
番

歌
の
所
伝
と
い
う
べ
き
散
文
部
の
み
な
の
で
あ
る
。
二
一
番
歌
の
所

伝
と
い
う
べ
き
散
文
部
に
「
茲
良
宜
歌
縁
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は

「
縁
記
」
の
「
記
」
が
脱
落
し
た
も
の
か
本
来
「
縁
」
で
あ
る
の
か

不
明
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
『
琴
歌
譜
』
に
記
さ
れ
た
歌
の
所
伝
と
い
う
べ
き
散

文
部
を
表
す
統
一
さ
れ
た
術
語
は
未
だ
定
ま
っ
て
い
な
い
と
い
う
の

が
現
状
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
こ
の
「
歌
の
所
伝
と
い
う
べ
き
散

文
部
」
を
「
所
伝
部
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
筆
者
も
『
琴
歌
譜
』

関
係
の
従
来
の
論
攷
等
で
無
自
覚
に
「
縁
記
」
と
い
う
用
語
を
使
用

し
て
き
た
が
、
本
稿
よ
り
改
め
る
。

三
、
本
稿
の
目
的

　
今
、
先
学
の
「
縁
起
」、「
縁
記
」
と
い
う
語
の
使
用
の
曖
昧
性
を

指
摘
し
た
が
、
こ
れ
は
『
琴
歌
譜
』
の
所
伝
部
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ

う
な
性
質
の
記
述
な
の
か
を
所
伝
部
全
体
の
中
で
見
渡
し
た
研
究
が

な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
所
伝
部
は
全
て
の
歌
で
は
な
く
特
定

の
歌
に
の
み
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
所
伝
部
を
複
数
有
す
る
歌
と

一
つ
し
か
持
た
な
い
歌
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、『
琴
歌
譜
』

の
所
伝
部
の
配
置
か
ら
『
琴
歌
譜
』
の
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
と
所
伝
に
対

す
る
意
識
を
探
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。『
琴
歌
譜
』
は
所

伝
部
を
無
原
則
に
配
置
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
所
伝

部
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
と
の
結
び
つ
き
に
お
い
て
個
別
（
あ
る
い
は
類

型
別
）
の
記
述
意
識
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
と
い
う
視
点
を
持
ち
た
い

の
で
あ
る
。

　
本
稿
の
目
的
は
こ
の
視
点
に
立
っ
て
『
琴
歌
譜
』
所
伝
部
の
記
述

原
則
、
記
述
意
識
（『
琴
歌
譜
』
は
所
伝
部
を
ど
の
よ
う
な
原
則
で

附
し
、
い
か
な
る
観
点
か
ら
記
述
し
て
い
る
の
か
）
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
あ
る
。
考
察
を
は
じ
め
る
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
『
琴
歌

譜
』
の
所
伝
部
を
「
表
１

　
『
琴
歌
譜
』
所
伝
部
一
覧
」
に
整
理
し

て
掲
げ
る
。

　
『
琴
歌
譜
』
に
所
伝
部
を
有
す
る
歌
は
八
首
あ
る
が
、
一
番
歌
は

二
種
類
、
二
番
歌
は
三
種
類
、
一
二
、
一
六
、
二
一
番
歌
は
そ
れ
ぞ

れ
一
種
類
、
一
三
番
歌
は
二
種
類
の
所
伝
部
が
あ
り
、
一
九
・
二
〇

番
歌
は
二
首
に
対
し
て
一
つ
の
所
伝
部
が
附
さ
れ
て
い
る
た
め
、
所

伝
部
の
数
は
都
合
一
一
と
な
る
。

　
な
お
、
本
稿
で
は
都
倉
義
孝
の
「
歌
謡
物
語
に
は
、
歌
語
り
・
歌

物
語
と
異
な
る
き
わ
だ
っ
た
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
歌
謡
と
地
の

文
（
物
語
部
分
）
と
の
結
合
の
緊
密
度
に
程
度
の
差
が
存
在
す
る
こ

と
で
あ
る
。
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
場
合
、〈
ウ
タ
〉
の
意
味
・
内
容
と
、

〈
モ
ノ
ガ
タ
リ
〉
部
分
と
の
間
に
、
一
致
を
欠
く
と
い
う
ハ
ナ
レ
の

現
象
は
全
く
存
在
し
な
い
か
ご
く
僅
か
で
あ
る
が
、
歌
謡
物
語
に
お

い
て
は
、
ま
っ
た
く
一
致
し
な
い
と
い
う
ハ
ナ
レ
の
極
か
ら
間
然
と

す
る
と
こ
ろ
な
く
合
致
し
て
い
る
と
い
う
ツ
キ
の
極
に
至
る
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
程
度
が
あ
る
の
で
あ
る1（

。」
と
い
う
説
明
に
倣
い
、
歌

と
物
語
（
所
伝
）
の
一
致
し
た
状
態
を
「
ツ
キ
」、
不
一
致
の
状
態

を
「
ハ
ナ
レ
」
と
表
現
す
る
。
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表
１
　
『
琴
歌
譜
』
所
伝
部
一
覧

　
　
註
…
（

　
　
）
内
は
割
注
、
傍
線
は
藤
原
に
よ
る
、
グ
レ
ー
部
は
『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』
に
同
一
歌
の
あ
る
も
の
。

同
一
歌
（
歌
番
号
）

歌
番
号

歌
曲
名

歌
詞

所
伝
部
①

所
伝
部
②

所
伝
部
③

『
日
本
書
紀
』
『
古
事
記
』

一

茲
都
歌

原
文

美
望
呂
尓
都
久
也
多
麻
可
吉
都
安

万
須
多
尓
可
毛
与
良
牟
可
美
乃
美

也
碑
等

訓
読
文

み
も
ろ
に

　
つ
く
や
た
ま
か
き

　

つ
あ
ま
す

　
た
に
か
も
よ
ら
む

　

か
み
の
み
や
ひ
と

原
文

右
古
事
記
云
大
長
谷
若
建
命
坐
長
谷
朝
倉
宮
治
天
下
之
時
遊

行
美
和
河
之
時
邉
有
洗
衣
童
女
其
容
姿
甚
麗
天
皇
問
其
童
女

汝
者
誰
子
答
白
己
名
謂
引
田
赤
猪
子
天
皇
詔
汝
不
嫁
夫
今
将

召
故
其
女
仰
待
天
皇
之
命
既
経
八
十
歳
天
皇
已
忘
先
事
徒
過

盛
年
而
賜
歌
云
時
赤
猪
子
之
涙
泣
悉
湿
其
所
服
之
丹
摺
袖
答

其
大
御
歌
而
詠
此
歌
者
此
縁
記
与
歌
異
也

訓
読
文

右
、
古
事
記
に
云
は
く
、
大
長
谷
若
建
命
、
長
谷
の
朝
倉
宮

に
坐
し
ま
し
て
、
天
の
下
治
ら
し
め
し
し
時
、
美
和
河
に
遊

行
し
し
時
、
辺
に
衣
洗
へ
る
童
女
有
り
き
。
其
の
容
姿
甚
麗

し
か
り
き
。
天
皇
其
の
童
女
に
問
ひ
た
ま
ひ
し
く
、「
汝
は
誰

が
子
ぞ
」
と
。
答
へ
白
し
し
く
、「
己
が
名
は
引
田
の
赤
猪
子

と
謂
ふ
」
と
ま
を
し
き
。
天
皇
詔
ら
し
し
く
、「
汝
は
夫
に
嫁

は
ざ
れ
。
今
召
し
て
む
」
と
。
故
、
其
の
女
、
天
皇
の
命
を

仰
ぎ
待
ち
て
、
既
に
八
十
歳
を
経
き
。
天
皇
已
に
先
の
事
を

忘
れ
つ
。
徒
に
盛
り
の
年
を
過
ぐ
し
き
。
而
て
歌
を
賜
ひ
て

云
ひ
た
ま
ふ
。
時
に
赤
猪
子
の
泣
く
涙
、
悉
に
其
の
服
せ
る

丹
摺
の
袖
を
湿
ら
し
つ
。
其
の
大
御
歌
に
答
へ
て
此
の
歌
を

詠
む
と
い
へ
り
。
此
の
縁
記
と
歌
異
な
る
也
。

原
文

一
説
云
弥
麻
貴
入
日
子
天
皇
々
子
巻
向
玉
城
宮
御
宇
伊

久
米
入
日
子
伊
佐
知
天
皇
与
妹
豊
次
入
日
女
命
登
於
大

神
美
望
呂
山
拝
祭
神
前
作
歌
者
此
縁
記
似
正
説

訓
読
文

一
説
に
云
は
く
、
弥
麻
貴
入
日
子
天
皇
の
皇
子
、
巻
向

の
玉
城
宮
に
天
の
下
治
ら
し
め
し
し
伊
久
米
入
日
子
伊

佐
知
天
皇
と
妹
豊
次
入
日
女
命
、
大
神
の
見
望
呂
山
に

登
り
ま
し
て
神
前
を
拝
み
祭
り
て
作
る
歌
と
い
へ
り
。

此
縁
記
正
説
に
似
た
り
。

九
四

二

歌
返

原
文

之
万
久
尓
乃
安
波
知
乃
美
波
良
乃

之
乃
佐
祢
己
自
尓
伊
己
之
毛
知
支

天
安
佐
川
万
乃
美
為
乃
宇
へ
尓
宇

恵
川
也
安
波
知
乃
美
波
良
乃
之
乃

訓
読
文

し
ま
く
に
の

　
あ
は
ち
の
み
は
ら

の
し
の

　
さ
ね
こ
じ
に

　
い
こ
し

も
ち
き
て

　
あ
さ
つ
ま
の

　

み
す
の
う
へ
に

　
う
ゑ
つ
や

　
あ

は
ち
の
み
は
ら
の
し
の

原
文

難
波
高
津
宮 

御
宇
大
鷦
鷯
天
皇
納
八
田
皇
女
為
妃
于
時
皇
后

聞
大
恨
故
天
皇
久
不
幸
八
田
皇
女
所
仍
以
恋
思
若
姫
之
於
平

群
与
八
田
山
之
間
作
是
歌
者
今
校
不
接
於
日
本
古
事
記

訓
読
文

難
波
の
高
津
の
宮 

天
の
下
知
ら
し
め
し
し
大
鷦
鷯
の
天
皇
、

八
田
の
皇
女
を
納
れ
て
妃
と
為
た
ま
ふ
。
時
に
皇
后
聞
き
て

大
い
に
恨
み
た
ま
ふ
。
故
、
天
皇
久
し
く
八
田
皇
女
の
所
に

幸
さ
ず
。
仍
り
て
若
姫
を
恋
ひ
思
ほ
す
を
以
ち
て
平
群
と
八

田
山
の
間
に
於
い
て
是
の
歌
を
作
り
た
ま
ふ
と
い
へ
り
。
今

校
ふ
る
に
、
日
本
古
事
記
に
接
は
ず
。

原
文

一
説
云
皇
后
息
長
帯
日
女
越
那
羅
山
望
見
葛
城
作
歌
者

訓
読
文

一
説
に
云
は
く
、
皇
后
息
長
帯
日
女
那
羅
山
を
越
え
葛

城
を
見
た
ま
ひ
て
作
り
た
ま
へ
る
歌
と
い
へ
り
。

原
文

一
古
事
記
云

誉
田
天
皇
遊

獦
淡
路
嶋
時

之
人
歌
者

訓
読
文

一
古
事
記
に

云
は
く
、
誉

田
天
皇
、
淡

路
嶋
に
遊
獦

し
た
ま
ひ
し

時
の
人
の
歌

者
と
い
へ
り
。
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一
二

余
美
歌

原
文

蘓
良
美
豆
夜
万
止
乃
久
尓
波
可
无

可
良
可
阿
利
可
保
之
支
久
尓
可
良

可
須
美
可
保
之
支
阿
利
可
保
之
支

久
尓
波
阿
伎
豆
之
万
也
万
止

訓
読
文

そ
ら
み
つ

　
や
ま
と
の
く
に
は

　

か
む
か
ら
か

　
あ
り
か
ほ
し
き

　

く
に
か
ら
か

　
す
み
か
ほ
し
き

　

あ
り
か
ほ
し
き
く
に
は

　
あ
き
つ

し
ま
や
ま
と

原
文

巻
向
日
代
宮

　
御
宇
大
帯
日
天
皇
久
御
坐
於
日
向
国
厭
辺
夷

之
処
懐
倭
国
之
宮
斯
乃
述
眷
恋
之
情
作
懐
旧
之
歌

訓
読
文

巻
向
の
日
代
宮

　
御
宇
し
し
大
帯
日
天
皇
、
久
し
く
日
向
国

に
御
坐
し
て
、
辺
夷
の
処
を
厭
ひ
倭
の
国
を
懐
ほ
し
た
ま
ひ
、

斯
に
乃
ち
眷
恋
の
情
を
述
べ
懐
旧
の
歌
を
作
り
た
ま
ふ
。

一
三

宇
吉
歌

原
文

美
奈
蘓
曽
久
於
美
能
遠
等
米
保
陁

理
刀
利
可
多
久
刀
礼

一
説
云
刀
良
左
祢
茲
多
何
太
久
夜

可
多
久
刀
礼
保
太
利
刀
良
須
古

訓
読
文

み
な
そ
そ
く

　
お
み
の
を
と
め

　

ほ
だ
り
と
り

　
か
た
く
と
れ

　

一
説
に
云
ふ

　
と
ら
さ
ね

　
し
た

か
た
く

　
や
か
た
く
と
れ

　
ほ
だ

り
と
ら
す
こ

原
文

古
事
記
云
大
長
谷
若
建
命
坐
朝
倉
之
宮
治
天
下
之
時
長
谷
之

百
枝
槻
下
為
豊
楽
是
日
亦
春
［
原
文
「
巻
」］
日
之
遠
杼
比
売

献
大
御
酒
之
時
天
皇
作
此
歌

訓
読
文

古
事
記
に
云
は
く
、
大
長
谷
若
建
命
、
朝
倉
の
宮
に
坐
し
ま

し
て
天
下
を
治
め
た
ま
ひ
し
時
、
長
谷
の
百
枝
槻
の
下
に
て

豊
楽
為
た
ま
ひ
き
。
是
の
日
、
亦
、
春
日
の
遠
杼
比
売
大
御

酒
献
り
し
時
、
天
皇
此
の
歌
を
作
り
た
ま
ひ
き
。

原
文

一
云
大
長
谷
天
皇
未
即
位
間
初
欲
殺
兄
坂
合
部
黒
日
子

皇
子
与
甥
目
弱
王
此
時
二
王
子
遁
行
到
於
葛
木
津
守
村

大
臣
家
匿
［
原
文
「

」］
天
皇
遣
使
乞
臣
固
争
不
出
二

王
子
与
大
臣
並
可
殺
此
時
大
臣
女
子
韓
日
女
娘
注
云
即

天
皇
妃
也
見
其
父
被
殺
而
即
哀
傷
作
歌
者

訓
読
文

一
に
云
は
く
、
大
長
谷
天
皇
未
だ
位
に
即
き
た
ま
は
ざ

る
間
に
、
初
め
兄
坂
合
部
黒
日
子
皇
子
と
甥
目
弱
王
を

殺
さ
む
と
欲
ほ
し
き
。
此
の
時
二
王
子
遁
れ
行
き
た
ま

ひ
て
葛
木
津
守
村
大
臣
の
家
に
到
り
て
匿
り
た
ま
ひ
き
。

天
皇
使
ひ
を
遣
は
し
て
乞
ひ
た
ま
ひ
し
か
ど
も
臣
固
く

争
ひ
て
出
し
奉
ら
ざ
り
き
。
二
王
子
と
大
臣
並
て
殺
す

可
し
と
。
此
の
時
大
臣
の
女
子
韓
日
女
娘
、
注
に
云
は

く
、
即
ち
天
皇
の
妃
也
、
其
の
父
の
殺
さ
る
る
を
見
て

即
ち
哀
傷
み
て
作
る
歌
て
へ
り
。

一
〇
三

一
六

阿
遊
陁
扶
理

原
文

多
可
波
之
乃
美
可
為
乃
須
美
豆
阿

良
万
久
乎
須
久
尓
於
伎
弖
伊
弖
末

久
乎
須
久
尓
於
伎
天
奈
尓
可
奈
可

許
々
尓
伊
天
々
乎
留
須
美
豆

訓
読
文

た
か
は
し
の

　
み
か
ゐ
の
す
み
づ

　

あ
ら
ま
く
を

　
す
く
に
お
き
て

　

い
て
ま
く
を

　
す
く
に
お
き
て

　

な
に
か
な
か
こ
こ
に

　
い
て
て
を

る
　
す
み
づ

原
文

大
帯
日
子
天
皇
々
后
尾
張
国
孕
任
忽
焉
臨
産
以
使
者
奏
天
皇

即
時
遣
使
者
召
上
到
春
日
穴
杭
［
原
文
「

」］
邑
所
生
王
子

（
稚
帯
日
子
太
子
）
天
皇
大
歓
憙
即
歌
者

訓
読
文

大
帯
日
子
天
皇
の
皇
后
、
尾
張
国
に
て
孕
任
み
ま
し
、
忽
焉

ち
に
し
て
産
む
に
臨
み
使
者
を
以
て
奏
す
。
天
皇
即
時
に
使

者
を
遣
は
し
召
し
上
げ
た
ま
ふ
に
、
春
日
の
穴
杭
の
邑
に
王

子
（
稚
帯
日
子
太
子
）
を
所
生
み
た
ま
ふ
。
天
皇
大
い
に
歓

憙
び
た
ま
ひ
、
即
ち
歌
ひ
た
ま
ふ
と
い
へ
り
。
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一
九

酒
坐
歌
二

原
文

許
乃
美
伎
波
和
可
美
支
奈
良
須
久

之
乃
可
美
止
許
与
尓
伊
万
須
伊
波

多
々
須
々
久
奈
美
可
美
乃
止
余
保

支
毛
止
保
之
可
无
保
支
久
留
保
之

万
川
利
己
之
美
伎
曽
阿
佐
須
乎
西

佐
佐

訓
読
文

こ
の
み
き
は

　
わ
か
み
き
な
ら
す

　

く
し
の
か
み

　
と
こ
よ
に
い
ま
す

　

い
は
た
た
す

　
す
く
な
み
か
み
の

　

と
よ
ほ
き
も
と
ほ
し

　
か
む
ほ
き

く
る
ほ
し

　
ま
つ
り
こ
し
み
き
そ

　

あ
さ
す
を
せ

　
さ
さ

原
文

酒
坐
歌
二
縁
記

日
本
記
云
磐
余
稚
桜
宮

　
御
宇
息
長
足
日
咩
天
皇
之
世
命
武

内
宿
祢
従
品
陁
皇
子
令
拝
角
鹿
笥
飯
大
神
至
自
角
鹿
足
日
皇

太
后
宴
太
子
於
大
殿
皇
太
后
挙
觴
以
寿
于
太
子
因
以
歌
之

訓
読
文

酒
坐
歌
二
縁
記

日
本
記
に
云
は
く
磐
余
稚
桜
宮

　
御
宇
し
し
息
長
足
日
咩
天

皇
の
世
に
、
武
内
宿
祢
に
命
せ
た
ま
ひ
品
陁
皇
子
に
従
は
せ

て
角
鹿
の
笥
飯
大
神
を
拝
み
ま
つ
ら
令
む
。
角
鹿
よ
り
至
り

ま
し
し
に
、
足
日
皇
太
后
、
太
子
を
大
殿
に
宴
し
た
ま
ひ
き
。

皇
太
后
觴
を
挙
げ
太
子
を
寿
ぎ
た
ま
ひ
、
よ
り
て
歌
ひ
た
ま

ふ
。

三
二

三
九

二
〇

原
文

許
乃
美
支
乎
可
美
介
无
比
止
波
曽

乃
川
々
美
宇
須
尓
太
天
宇
太
比

川
々
可
美
介
礼
可
毛
之
未
比
川
々

可
美
介
礼
可
毛
之
己
乃
美
支
乃
安

也
尓
宇
太
々
乃
之
佐
々

訓
読
文

こ
の
み
き
を

　
か
み
け
む
ひ
と
は

　

そ
の
つ
つ
み

　
う
す
に
た
て

　
う

た
ひ
つ
つ

　
か
み
け
れ
か
も

　
し

ま
ひ
つ
つ

　
か
み
け
れ
か
も
し

　

こ
の
み
き
の

　
あ
や
に
う
た
た
の

し
　
さ
さ

三
三

四
〇

二
一

茲
良
宜
歌

原
文

阿
志
比
支
乃
夜
万
多
乎
豆
久
利
夜

万
多
可
良
（
一
説
云
也
万
多
可

美
）
志
多
比
乎
和
之
西
（
一
説
云

布
須
世
）
志
多
止
比
尓
和
可
止
布

豆
万
志
多
奈
支
尓
和
可
奈
久
豆
万

（
一
説
云
可
多
奈
支
尓
和
可
奈
久

豆
万
）
許
曽
許
曽
伊
毛
尓
夜
須
久

波
多
布
例

訓
読
文

あ
し
ひ
き
の

　
や
ま
た
を
つ
く
り

　

や
ま
た
か
ら
（
一
説
に
云
ふ

　
や

ま
た
か
み
）　
し
た
ひ
を
わ
し
せ

（
一
説
に
云
ふ

　
ふ
す
せ
）　
し

た
と
ひ
に

　
わ
か
と
ふ
つ
ま

　
し

た
な
き
に

　
わ
か
な
く
つ
ま
（
一

説
に
云
ふ

　
か
た
な
き
に

　
わ
か

な
く
つ
ま
）　
こ
そ
こ
そ
い
も
に

　

や
す
く
は
た
ふ
れ

原
文

茲
良
宜
歌
縁

日
本
記
曰
遠
明
日
香
宮

　
御
宇
雄
朝
嬬
稚
子
宿
祢
天
皇
代
立

木
梨
軽
皇
子
為
太
子
也
姧
同
［
原
文
「
聞
」］
母
妹
軽
大
娘
皇

女
乃
悒
懐
少
息
仍
歌
者
今
案
古
事
記
云
日
本
記
之
歌
与
此
歌

尤
合
古
記
但
至
許
曽
己
曽
之
句
古
記
不
重
耳
（
古
歌
抄
云
雄

朝
豆
万
稚
子
宿
祢
天
皇
与
衣
通
妟
王
寝
時
作
歌
者
）

訓
読
文

茲
良
宜
歌
縁

日
本
記
に
曰
は
く
、
遠
つ
明
日
香
宮

　
御
宇
し
し
雄
朝
嬬
稚

子
宿
祢
天
皇
の
代
に
、
木
梨
軽
皇
子
を
立
て
て
太
子
と
為
し

た
ま
ふ
。
同
母
妹
軽
大
娘
皇
女
に
姧
け
て
乃
ち
悒
懐
り
少
し

く
息
む
。
仍
り
て
歌
ふ
と
い
へ
り
。
今
古
事
記
に
云
ふ
を
案

ふ
る
に
、
日
本
記
の
歌
と
此
の
歌
尤
も
古
記
に
合
ふ
。
但
し

許
曽
己
曽
の
句
に
至
り
て
は
、
古
記
に
重
ね
ざ
る
の
み
。（
古

歌
抄
に
云
。
雄
朝
豆
万
稚
子
宿
祢
天
皇
衣
通
日
女
［
原
文

「
妟
」］
王
と
寝
た
ま
ふ
時
に
作
り
た
ま
へ
る
歌
と
い
へ
り
）

六
九

七
八
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四
、『
琴
歌
譜
』
所
伝
部
の
記
述
意
識

　
『
琴
歌
譜
』
の
各
所
伝
部
の
記
述
意
識
を
探
る
た
め
、「
表
２

　

『
琴
歌
譜
』
所
載
歌
、『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』
歌
・
所
伝
部
対
応

表
」
を
掲
げ
る
。

　
『
琴
歌
譜
』
に
は
『
古
事
記
』
に
見
え
る
歌
が
五
首
記
さ
れ
て
お

表
2
　
『
琴
歌
譜
』
所
載
歌
、『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』
歌
・
所
伝
部
対
応
表

　
　
註
…
グ
レ
ー
部
は
『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』
に
同
一
歌
の
あ
る
も
の
。

歌
番
号

歌
曲
名

歌
詞

『
日
本
書
紀
』
『
古
事
記
』

所
伝
部
①

（
※
は
『
記
』『
紀
』
と
ほ
ぼ
同
一
の
伝
承
）

所
伝
部
②

所
伝
部
③

一

茲
都
歌

美
望
呂
尓
（
み
も
ろ
に
）
…
…

九
四

※
右
古
事
記
云
大
長
谷
若
建
命
（
右
、
古
事

記
に
云
は
く
、
大
長
谷
若
建
命
）
…
…

一
説
云
弥
麻
貴
入
日
子
天
皇
々
子

（
一
説
に
云
は
く
、
弥
麻
貴
入
日

子
天
皇
の
皇
子
）
…
…

二

歌
返

之
万
久
尓
乃
（
し
ま
く
に
の
）
…
…

難
波
高
津
宮 

御
宇
大
鷦
鷯
天
皇
（
難
波
の

高
津
の
宮 

天
の
下
知
ら
し
め
し
し
大
鷦
鷯

の
天
皇
）
…
…

一
説
云
皇
后
息
長
帯
日
女
（
一
説

に
云
は
く
、
皇
后
息
長
帯
日
女
）

…
…

一
古
事
記
云
誉
田
天
皇
（
一

古
事
記
に
云
は
く
、
誉
田
天

皇
）
…
…

三

片
降

由
布
之
天
乃
（
ゆ
ふ
し
て
の
）
…
…

四

高
橋
扶
理

美
知
乃
倍
乃
（
み
ち
の
へ
の
）
…
…

五

短
埴
安
扶
理

乎
止
米
止
毛
（
を
と
め
と
も
）
…
…

六

伊
勢
神
歌

佐
者
可
流
（
さ
は
か
る
）
…
…

七

天
人
扶
理

阿
米
比
止
乃
（
あ
め
ひ
と
の
）
…
…

八

継
根
扶
理

川
支
祢
布
（
つ
き
ね
ふ
）
…
…

九

庭
立
振

尓
波
尓
多
都
（
に
は
に
た
つ
）
…
…

一
〇

阿
夫
斯
弖
振

阿
布
之
弖
比
利
比
（
あ
ふ
し
て
ひ
り
ひ
）
…
…

一
一

山
口
扶
理

夜
万
久
知
（
や
ま
く
ち
）
…
…

（
歌
番
号
ナ
シ
）
大
直
備
歌

（
与
片
降
同
歌
唯
音
節
別
耳
）

一
二

余
美
歌

蘓
良
美
豆
（
そ
ら
み
つ
）
…
…

巻
向
日
代
宮

　
御
宇
大
帯
日
天
皇
（
巻
向
の

日
代
宮

　
御
宇
し
し
大
帯
日
天
皇
）
…
…

一
三

宇
吉
歌

美
奈
蘓
曽
久
（
み
な
そ
そ
く
）
…
…

一
〇
三

※
古
事
記
云
大
長
谷
若
建
命
（
古
事
記
に
云

は
く
、
大
長
谷
若
建
の
命
）
…
…

一
云
大
長
谷
天
皇
（
一
に
云
は
く
、

大
長
谷
天
皇
）
…
…

一
四

片
降

阿
良
多
之
支
（
あ
ら
た
し
き
）
…
…

一
五

長
埴
安
扶
理

可
波
可
美
乃
（
か
は
か
み
の
）
…
…
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り
、
そ
の
う
ち
の
三
首
は
『
日
本
書
紀
』
に
も
見
え
る
歌
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
に
の
み
記
さ
れ
『
古
事
記
』
に
記
載
の
な
い
歌
は
な

い11

。
そ
し
て
そ
れ
ら
五
首
に
は
例
外
な
く
所
伝
部
が
附
さ
れ
て
い
る
。

『
琴
歌
譜
』
に
記
載
さ
れ
た
二
二
首11

の
う
ち
一
四
首
は
所
伝
部
を
持

た
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、『
琴
歌
譜
』
が
『
日
本
書
紀
』、『
古
事

記
』
に
も
見
え
る
歌
と
所
伝
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
大
き
な
関
心
を

い
だ
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
因
み
に
、『
日
本
書
紀
』、『
古
事

記
』
に
見
え
な
い
歌
の
う
ち
『
琴
歌
譜
』
が
所
伝
部
を
設
け
て
い
る

の
は
二
、
一
二
、
一
六
番
歌
の
三
首
の
み
で
あ
る
。

　
本
来
な
ら
ば
『
琴
歌
譜
』
の
所
伝
を
持
つ
歌
八
首
全
て
に
つ
い
て

検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
ま
ず
手
始
め
に
『
琴
歌
譜
』
中

『
日
本
書
紀
』、『
古
事
記
』
両
方
に
見
え
る
歌
三
首
、『
古
事
記
』

の
み
に
見
え
る
歌
二
首
に
つ
い
て
、
そ
の
所
伝
の
記
述
意
識
を
明
ら

か
に
し
た
い
。

　
ア 

、『
日
本
書
紀
』、『
古
事
記
』
両
方
に
同
一
歌
、
同
一
の
所
伝11

を
も
つ
歌

Ａ
、
一
九
番
歌
・
二
〇
番
歌
「
酒
坐
歌
」

　
『
琴
歌
譜
』

　
　
歌
詞　

こ
の
み
き
は

　
わ
か
み
き
な
ら
す

　
く
し
の
か
み

　
と
こ

よ
に
い
ま
す

　
い
は
た
た
す

　
す
く
な
み
か
み
の

　
と
よ
ほ

一
六

阿
遊
陁
扶
理

多
可
波
之
乃
（
た
か
は
し
の
）
…
…

大
帯
日
子
天
皇
々
后
（
大
帯
日
子
天
皇
の
皇

后
）
…
…

一
七

伊
須
乃
可
美
（
い
す
の
か
み
）
…
…

一
八

阿
佐
可
利
尓
（
あ
さ
か
り
に
）
…
…

一
九

酒
坐
歌
二

許
乃
美
伎
波
（
こ
の
み
き
は
）
…
…

三
二

三
九

酒
坐
歌
二
縁
記

※
日
本
記
云
磐
余
稚
桜
宮

　
御
宇
息
長
足
日

咩
天
皇
之
世

（
酒
坐
歌
二
縁
記

日
本
記
に
云
は
く
磐
余
稚
桜
宮

　
御
宇
し
し

息
長
足
日
咩
天
皇
の
世
に
）
…
…

二
〇

許
乃
美
伎
乎
（
こ
の
み
き
を
）
…
…

三
三

四
〇

二
一

茲
良
宜
歌

阿
志
比
支
乃
（
あ
し
ひ
き
の
）
…
…

六
九

七
八

茲
良
冝
歌
縁

※
日
本
記
曰
遠
明
日
香
宮

　
御
宇
雄
朝
嬬
稚

子
宿
祢
天
皇
代
（
日
本
記
に
曰
は
く
、
遠
つ

明
日
香
宮

　
御
宇
し
し
雄
朝
嬬
稚
子
宿
祢
天

皇
の
代
に
）
…
…
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き
も
と
ほ
し

　
か
む
ほ
き
く
る
ほ
し

　
ま
つ
り
こ
し
み
き
そ

　

あ
さ
す
を
せ

　
さ
さ

　
こ
の
み
き
を

　
か
み
け
む
ひ
と
は

　
そ
の
つ
つ
み

　
う
す

に
た
て

　
う
た
ひ
つ
つ

　
か
み
け
れ
か
も

　
し
ま
ひ
つ
つ

　

か
み
け
れ
か
も
し

　
こ
の
み
き
の

　
あ
や
に
う
た
た
の
し

　

さ
さ

　
　
所
伝
部

　
日に

本ほ
ん

記11
き

に
云
は
く
磐い

は

余れ
の

稚わ
か

桜さ
く
ら

宮の
み
や　

御
あ
め
の
し
た
し
ら

宇
し
し
息お

き

長な
が

足
た
ら
し

日ひ

咩め
の

天す
め
ら

皇み
こ
との

世
に
、
武た

け

内う
ち

宿の
す

禰く
ね

に
命お

ほ

せ
た
ま
ひ
品ほ

む

陁だ
の

皇み

子こ

に
従
は
せ
て
角つ

ぬ

鹿が
の

の
笥け

飯ひ
の

大お
ほ

神か
み

を
拝を

ろ
がみ

ま
つ
ら
令し

む
。
角
鹿

よ
り
至
り
ま
し
し
に
、
足

た
ら
し

日ひ
の

皇お
ほ
き
さ
き

太
后
、
太

ひ
つ
ぎ
の
み
こ

子
を
大お

ほ

殿と
の

に
宴う

た
げし

た
ま
ひ
き
。
皇
太
后
觴

み
さ
か
づ
きを

挙あ

げ
太
子
を
寿こ

と
ほぎ

た
ま
ひ
、
よ

り
て
歌
ひ
た
ま
ふ
。

　
『
日
本
書
紀
』

　
十
三
年
の
春
二
月
の
丁て

い

巳し

の
朔

つ
き
た
ちに

し
て
甲か

ふ

子し

に
、
武た

け

内
う
ち
の

宿す
く

禰ね

に
命

み
こ
と
お
ほせ

て
、
太

ひ
つ
ぎ

子の
み
こに

従し
た
がひ

て
角つ

ぬ

鹿が

の
笥け

飯ひ
の

大お
ほ

神か
み

を
拝

を
ろ
が

み
ま
つ
ら
し
む
。
癸き

酉い
う

に
、
太
子
、
角
鹿
よ
り
至

か
へ
り
い
たり

た
ま

ふ
。
是
の
日
に
、
皇お

ほ

太き
さ

后き

、
太
子
に
大お

ほ

殿と
の

に
宴

と
よ
の
あ
か
りし

た
ま
ふ
。

皇
太
后
、
觴

み
さ
か
づ
きを

挙あ

げ
て
太
子
に
寿

さ
か
ほ
か
ひし

た
ま
ひ
、
因よ

り
て

歌み
う
た
よ
みし

て
曰の

た
まは

く
、

此こ

の
御み

酒き

は
　
吾わ

が
御み

酒き

な
ら
ず

　
神く

酒し

の
司か

み

　
常と

こ

世よ

に
坐い

ま

す
　
い
は
た
た
す

　
少す

く

御な
み

神か
み

の
　
豊と

よ

寿ほ

き
　
寿ほ

き

廻も
と

ほ
し

　
神か

む

寿ほ

き
　
寿ほ

き
狂く

る

ほ
し

　
献ま

つ

り
来こ

し
　
御み

酒き

そ
　
あ
さ
ず
飲を

せ
　
さ
さ 

（
三
二
番
歌
）

と
の
た
ま
ふ
。
武
内
宿
禰
、
太
子
の
為み

た
めに

答か
へ

歌し
う
たし

て
曰ま

を

さ
く
、

此
の
御
酒
を

　
醸か

み
け
む
人ひ

と

は
　
そ
の
鼓つ

づ
み　

臼う
す

に
立た

て

て
　
歌う

た

ひ
つ
つ

　
醸
み
け
め
か
も

　
此
の
御
酒
の

　
あ

や
に

　
う
た
楽だ

の

し
　
さ
さ 

（
三
三
番
歌
）

と
ま
を
す
。 

（「
神
功
皇
后
紀
」
摂
政
一
三
年
二
月
条
）

　
『
古
事
記
』

　
是こ

こ

に
、
還か

へ

り
上の

ぼ

り
坐ま

し
し
時と

き

に
、
其
の
御み

祖お
や

息お
き

長な
が

帯た
ら

日し
ひ

売め
の

命み
こ
と、

待ま
ち

酒ざ
け

を
醸か

み
て
献

た
て
ま
つり

き
。
爾し

か

く
し
て
、
其
の
御
祖
の
御み

歌う
た

に
曰い

は
く
、

こ
の
御み

酒き

は
　
我わ

が
御み

酒き

な
ら
ず

　
酒く

し

の
司か

み

　
常と

こ

世よ

に

坐い
ま

す
　
石い

は

立た

た
す

　
少す

く

御な
み

神か
み

の
　
神か

む

寿ほ

き
　
寿ほ

き
狂く

る
ほし

　

豊と
よ

寿ほ

き
　
寿ほ

き
廻も

と
ほし

　
奉ま

つ

り
来こ

し
御み

酒き

ぞ
　
止あ

さ
ず
飲を

せ
　
さ
さ 

（
三
九
番
歌
）

如か

此く

歌
ひ
て
、
大お

ほ

御み

酒き

を
献

た
て
ま
つり

き
。
爾
く
し
て
、
建た

け

内う
ち
の

宿す
く

禰ね
の

命み
こ
と、

御み

子こ

の
為た

め

に
答こ

た

へ
て
、
歌
ひ
て
曰い

は
く
、

こ
の
御み

酒き

を
　
醸か

み
け
む
人
は

　
そ
の
鼓つ

づ
み　

臼う
す

に
立
て

て
　
歌
ひ
つ
つ

　
醸か

み
け
れ
か
も

　
舞ま

ひ
つ
つ

　
醸か

み

け
れ
か
も

　
こ
の
御み

酒き

の
　
御み

酒き

の
　
あ
や
に
甚う

た

楽だ
の

し
　

さ
さ 

（
四
〇
番
歌
）

此こ
れ

は
、
酒さ

か

楽く
ら

の
歌
ぞ
。 

（「
仲
哀
記
」）
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Ｂ
、
二
一
番
歌
「
茲
良
宜
歌
」

　
『
琴
歌
譜
』

　
　
歌
詞　

あ
し
ひ
き
の

　
や
ま
た
を
つ
く
り

　
や
ま
た
か
ら
（
一
説

に
云
ふ

　
や
ま
た
か
み
）　
し
た
ひ
を
わ
し
せ
（
一
説
に
云

ふ
　
ふ
す
せ
）　
し
た
と
ひ
に

　
わ
か
と
ふ
つ
ま

　
し
た
な

き
に

　
わ
か
な
く
つ
ま
（
一
説
に
云
ふ

　
か
た
な
き
に

　
わ

か
な
く
つ
ま
）　
こ
そ
こ
そ
い
も
に

　
や
す
く
は
た
ふ
れ

　
　
所
伝
部

　
日に

本ほ
ん

記き

に
曰
は
く
、
遠と

ほ

つ
明あ

日す

香か
の

宮み
や

　
御

あ
め
の
し
た
し
ら

宇
し
し
雄を

朝あ
さ

嬬つ
ま

稚わ
く

子ご
の

宿す
く

祢ね
の

天す
め
ら

皇み
こ
との

代み
よ

に
、
木き

な

梨し
の

軽か
る

皇の
み

子こ

を
立
て
て
太

ひ
つ
ぎ
の
み
こ子

と
為な

し
た
ま
ふ
。
同い

母ろ

妹も

軽か
る
の

大お
ほ
い

娘ら
つ
め

皇の
ひ
め

女み
こ

に
姧た

は

け
て
乃
ち

悒い
き
ど
ほ
り

懐
り
少
し
く
息や

む
。
仍よ

り
て
歌
ふ
と
い
へ
り
。
今
古
事
記

に
云い

ふ
を
案か

む
がふ

る
に
、
日
本
記
の
歌
と
此
の
歌
尤も

つ
とも

古
記
に

合
ふ
。
但
し
許こ

曽そ

己こ

曽そ

の
句
に
至
り
て
は
、
古
記
に
重
ね
ざ

る
の
み
。（
古
歌
抄
に
云い

ふ

。
雄を

朝あ
さ

豆つ

万ま

稚わ
く

子ご
の

宿す
く

祢ね
の

天す
め
ら

皇み
こ
と

衣そ
と

通ほ
し
の

日ひ

女め

王み
こ

と
寝
た
ま
ふ
時
に
作
り
た
ま
へ
る
歌
と
い
へ
り11

）

　
『
日
本
書
紀
』

　
二
十
三
年
の
春
三
月
の
甲か

ふ

午ご

の
朔

つ
き
た
ちに

し
て
庚か

う

子し

に
、
木き

な

梨し
の

軽か
る

皇の
み

子こ

を
立た

て
て
太

ひ
つ
ぎ

子の
み
こと

し
た
ま
ふ
。
容す

が
た姿

佳う
る
は麗

し
く
し
て
、

見み

る
者ひ

と

、
自お

の

づ
か
ら
に
感め

づ
。
同い

母ろ

妹も

軽か
る
の

大お
ほ
い

娘ら
つ
め

皇の
ひ
め

女み
こ

、

亦ま
た

艶え
ん

妙べ
う

な
り
。
太
子
、
恒つ

ね

に
大
娘
皇
女
に
合

み
あ
は
しせ

む
と
念お

も
ほし

、

罪つ
み

有あ

ら
む
こ
と
を
畏お

そ

り
て
、
黙も

だ

し
た
ま
ふ
。
然し

か

る
に
、

感め
で
た
ま
ふ
み
こ
こ
ろ

情

既す
で

に
盛さ

か
りに

し
て
、
殆

ほ
と
ほ
とに

死み
う

す
る
に
至い

た

り
ま
さ
む

と
す
。
爰こ

こ

に
以お

も
ほ為

さ
く
、「
徒い

た

空づ
ら

に
死み

う

せ
む
よ
り
は
、
罪
有

り
と
雖い

ふ
とも

、
何な

に

ぞ
忍し

の

ぶ
る
こ
と
得え

む
や
」
と
お
も
ほ
し
、
遂つ

ひ

に
窃ひ

そ
か

に
通た

は

け
、
乃
ち
悒

い
き
ど
ほ
り懐

少す
こ

し
く
息や

み
た
ま
ふ
。
因よ

り
て

歌み
う
た
よ
みし

て
曰の

た
まは

く
、

あ
し
ひ
き
の

　
山や

ま

田だ

を
作つ

く

り
　
山や

ま

高だ
か

み
　
下し

た

樋び

を
走わ

し

せ
　
下し

た

泣な

き
に

　
我
が
泣
く
妻つ

ま

　
片か

た

泣な

き
に

　
我
が
泣

く
妻

　
昨こ

夜ぞ

こ
そ

　
安や

す

く
膚は

だ

触ふ

れ 

（
六
九
番
歌
）

と
の
た
ま
ふ
。 

（「
允
恭
紀
」
二
三
年
三
月
七
日
条
）

　
『
古
事
記
』

　
天

す
め
ら

皇み
こ
と

崩さ

り
ま
し
し
後の

ち

に
、
木き

梨な
し

之の
か

軽る
の

太お
ほ

子み
こ

の
日ひ

継つ
ぎ

を
知

ら
す
こ
と
を
定さ

だ

め
た
る
に
、
未い

ま

だ
位く

ら
ゐに

即つ

か
ぬ
間あ

ひ
だに

、
其そ

の

い
ろ
妹も

、
軽

か
る
の

大お
ほ

郎い
ら

女つ
め

を
姦を

か

し
て
、
歌
ひ
て
曰い

は
く
、

あ
し
ひ
き
の

　
山や

ま

田だ

を
作
り

　
山や

ま

高だ
か

み
　
下し

た

樋び

を
走わ

し

せ
　

下し
た

訪ど

ひ
に

　
我わ

が
訪と

ふ
妹い

も

を
　
下し

た

泣な

き
に

　
我わ

が
泣
く

妻つ
ま

を
　
今こ

夜ぞ

こ
そ
は

　
安
く
肌は

だ

触ふ

れ 

（
七
八
番
歌
）

此こ
れ

は
、
志し

良ら

宜げ

歌う
た

ぞ
。 

（「
允
恭
記
」）

　
Ａ
は
神
功
皇
后
が
角
鹿
か
ら
戻
っ
た
太
子
を
寿
い
だ
歌
と
し
て
所

伝
部
と
歌
は
ツ
キ
状
態
で
あ
る
。
同
様
の
歌
も
所
伝
も
『
日
本
書

紀
』、『
古
事
記
』
に
見
え
る
（『
日
本
書
紀
』
三
二
、
三
三
番
歌
及
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び
所
伝
、『
古
事
記
』
三
九
、
四
〇
番
歌
及
び
所
伝
）

　
Ｂ
は
木
梨
軽
皇
子
と
軽
大
娘
の
禁
断
の
恋
の
歌
と
し
て
所
伝
部
と

歌
の
結
び
つ
き
は
ツ
キ
状
態
で
あ
る
。
同
様
の
歌
も
所
伝
も
『
日
本

書
紀
』、『
古
事
記
』
に
見
え
る
（『
日
本
書
紀
』
六
九
番
歌
『
古
事

記
』
七
八
番
歌
及
び
所
伝
）

　
こ
れ
ら
の
歌
は
『
日
本
書
紀
』、『
古
事
記
』
に
同
一
歌
、
同
一
所

伝
を
も
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
琴
歌
譜
』
は
「
日
本
記
云
」（
一
九
、

二
〇
番
歌
）、「
日
本
記
曰
」（
二
一
番
歌
）
と
の
み
記
し
、『
古
事

記
』
の
伝
承
に
は
触
れ
な
い
。『
古
事
記
』
も
同
一
の
伝
承
と
歌
を

記
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
番
歌
や
一
三
番
歌
の
よ
う
に
「
古

事
記
云
」
と
し
て
『
古
事
記
』
の
伝
承
も
所
伝
部
に
記
し
て
も
よ
い

し
、『
日
本
書
紀
』、『
古
事
記
』
の
伝
承
を
併
記
す
る
の
を
避
け
る

の
で
あ
れ
ば
二
番
歌
の
所
伝
部
の
よ
う
に
「
日
本
古
事
記
」
と
い
う

表
現
を
用
い
て
「
日
本
古
事
記
云
」
等
と
記
し
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ

る
が
、『
日
本
書
紀
』
に
同
一
所
伝
が
あ
る
場
合
、『
琴
歌
譜
』
は
あ

た
か
も
『
古
事
記
』
を
顧
み
て
い
な
い
よ
う
な
記
述
態
度
を
と
っ
て

い
る
。
二
一
番
歌
の
所
伝
部
後
半
に
「
今
案
古
事
記
云
日
本
記
之
歌

与
此
歌
尤
合
古
記
」
と
見
え
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
後
に
「
許
曽
己
曽

之
句
古
記
不
重
耳
」
と
あ
る
よ
う
に
、
所
伝
で
は
な
く
あ
く
ま
で
歌

詞
の
比
較
上
の
記
述
で
あ
る
。「
古
事
記
」
の
歌
詞
に
比
べ
て
「
日

本
記
」
の
歌
詞
が
「
古
記
」（
未
詳
）
に
合
致
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
。
ま
た
『
日
本
書
紀
』
に
同
一
所
伝
を
も
つ
こ
れ
ら
の
歌
は
、

歌
詞
と
所
伝
部
に
乖
離
、
矛
盾
が
な
い
。
土
橋
寛
の
用
語
を
借
り
る

な
ら
狭
義
の
物
語
歌11

と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
イ
、『
古
事
記
』
に
の
み
同
一
歌
、
同
一
の
所
伝
を
も
つ
歌

Ｃ
、
一
番
歌
「
茲
都
歌
」

　
『
琴
歌
譜
』

　
　
歌
詞　

み
も
ろ
に

　
つ
く
や
た
ま
か
き

　
つ
あ
ま
す

　
た
に
か
も

よ
ら
む

　
か
み
の
み
や
ひ
と

　
　
所
伝
部
①

　
右
、
古
事
記
に
云
は
く
、
大お

ほ

長は
つ

谷せ
の

若わ
か

建
た
け
る
の

命み
こ
と、

長は
つ
せ谷

の
朝あ

さ

倉く
ら

宮の
み
やに

坐ま

し
ま
し
て
、
天あ

め

の
下し

た

治し

ら
し
め
し
し
時
、
美み

和わ

河が
は

に
遊い

で
ま行

し
し
時
、
辺ほ

と
りに

衣き
ぬ

洗
へ
る
童を

と

女め

有
り
き
。
其
の
容か

た
ち姿

甚い
と
う
る
は

麗
し
か
り
き
。
天

す
め
ら

皇み
こ
と

其
の
童
女
に
問
ひ
た
ま
ひ
し
く
、

「
汝な

む
ちは

誰た

が
子こ

ぞ
」
と
。
答
へ
白ま

を

し
し
く
、「
己お

の

が
名
は
引ひ

け

田た

の
赤あ

か

猪ゐ

子こ

と
謂い

ふ
」
と
ま
を
し
き
。
天
皇
詔の

ら
し
し
く
、

「
汝
は
夫を

に
嫁あ

は
ざ
れ
。
今
召め

し
て
む
」
と
。
故か

れ

、
其
の
女め

、

天
皇
の
命み

こ
とを

仰あ
ふ

ぎ
待
ち
て
、
既
に
八や

十そ

歳と
せ

を
経
き
。
天
皇
已す

で

に
先
の
事
を
忘
れ
つ
。
徒

い
た
づ
らに

盛
り
の
年
を
過す

ぐ
し
き
。
而

し
か
く
して

歌
を
賜
ひ
て
云い

ひ
た
ま
ふ
。
時
に
赤
猪
子
の
泣
く
涙
、
悉

こ
と
ご
とに

其
の
服け

せ
る
丹に

摺ず
り

の
袖
を
湿ぬ

ら
し
つ
。
其
の
大お

ほ

御み

歌う
た

に
答
へ

て
此
の
歌
を
詠
む
と
い
へ
り
。
此
の
縁
記
と
歌
異
な
る
也
。
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所
伝
部
②

　
一
説
に
云
は
く
、
弥み

麻ま

貴き

入い
り

日ひ

子こ
の

天す
め
ら

皇み
こ
との

皇み

子こ

、
巻ま

き

向む
く

の
玉た

ま

城き
の

宮み
や

に
天
の
下
治
ら
し
め
し
し
伊い

久く

米め

入い
り

日ひ

子こ

伊い

佐さ

知ち
の

天す
め
ら

皇み
こ
とと

妹い
も

豊と
よ

次す
き

入い
り

日ひ

女め
の

命み
こ
と、

大お
ほ

神み
わ

の
見み

望も

呂ろ

山や
ま

に
登
り
ま

し
て
神

か
み
の

前ま
へ

を
拝を

ろ
がみ

祭ま
つ

り
て
作
る
歌
と
い
へ
り
。
此
縁
記
正
説

に
似
た
り
。

　
『
日
本
書
紀
』

　
　
　
な
し

　
『
古
事
記
』

　
天

す
め
ら

皇み
こ
と

遊あ
そ

び
行あ

り

き
て
、
美み

和わ

河が
は

に
到い

た

り
し
時
に
、
河か

は

の
辺へ

に
衣き

ぬ

を
洗
ふ
童を

と

女め

有あ

り
。
其そ

の
容か

た
ち姿

、
甚い

と

麗う
る
はし

。
天
皇
、
其

の
童
女
を
問
ひ
し
く
、「
汝な

む
ち

は
、
誰た

が
子こ

ぞ
」
と
と
ひ
き
。

答
へ
て
白ま

を

し
し
く
、「
己お

の

が
名
は
、
引ひ

け

田た

部べ
の

赤あ
か

猪ゐ

子こ

と
謂い

ふ
」

と
ま
を
し
き
。
爾し

か

く
し
て
、
詔

の
り
た
まは

し
む
ら
く
、「
汝な

む
ちは

、
夫を

に
嫁あ

は
ず
あ
れ
。
今
喚め

し
て
む
」
と
の
り
た
ま
は
し
め
て
、

宮
に
還か

へ

り
坐ま

し
き
。
故か

れ

、
其
の
赤あ

か

猪ゐ

子こ

、
天
皇
の
命み

こ
とを

仰あ
ふ

ぎ

待ま

ち
て
、
既す

で

に
八や

十そ

歳と
せ

を
経へ

ぬ
。
是こ

こ

に
、
赤
猪
子
が
以お

為も

は

く
、「
命み

こ
と

を
望ね

が

ひ
つ
る
間あ

ひ
だ

に
、
已す

で

に
多あ

ま

た
の
年
を
経へ

ぬ
。

姿か
た
ち体

、
痩や

せ
萎し

な

え
て
、
更さ

ら

に
恃た

の

む
所

と
こ
ろ

無な

し
。
然し

か

れ
ど
も
、
待

ち
つ
る
情こ

こ
ろを

顕あ
ら
はす

に
非あ

ら

ず
は
、
悒い

ふ
せき

に
忍た

へ
じ
」
と
お
も
ひ

て
、
百も

も

取と
り

の
机

つ
く
え

代し
ろ

の
物
を
持
た
し
め
て
、
参ま

ゐ
出い

で
て
貢た

て

献ま
つ

り
き
。
然し

か

れ
ど
も
、
天
皇
、
既
に
先
に
命

お
ほ
せ
た
まへ

る
事
を
忘
れ

て
、
其
の
赤
猪
子
を
問
ひ
て
曰い

ひ
し
く
、「
汝な

む
ち

は
、
誰た

が

老お
み
な女

ぞ
。
何な

に

の
由ゆ

ゑ

に
か
参ま

ゐ
来き

つ
る
」
と
い
ひ
き
。
爾し

か

く
し

て
、
赤あ

か

猪ゐ

子こ

が
答
へ
て
白ま

を

し
し
く
、「
其そ

れ

の
年
其そ

れ

の
月
、
天

す
め
ら

皇み
こ
との

命み
こ
とを

被か
が
ふり

て
、
大お

ほ

命み
こ
とを

仰あ
ふ

ぎ
待
ち
て
、
今け

日ふ

に
至
る
ま

で
、
八や

十そ

歳と
せ

を
経へ

ぬ
。
今
は
容か

た
ち姿

既
に
耆お

い
て
、
更さ

ら

に
恃た

の

む

所と
こ
ろ

無な

し
。
然し

か

れ
ど
も
、
己お

の

が
志

こ
こ
ろ
ざ
しを

顕あ
ら
はし

白ま
を

さ
む
と
し
て
参ま

ゐ
出い

で
つ
ら
く
の
み
」
と
ま
を
し
き
。
是こ

こ

に
、
天
皇
、
大お

ほ

き

に
驚お

ど
ろき

て
、「
吾あ

れ

は
、
既
に
先さ

き

の
事
を
忘
れ
た
り
。
然し

か

れ
ど

も
、
汝な

む
ちが

志
こ
こ
ろ
ざ
しを

守ま
も

り
、
命み

こ
とを

待
ち
て
、
徒い

た
づら

に
盛さ

か

り
の
年

を
過す

ぐ

し
つ
る
こ
と
、
是こ

れ

甚い
と

愛う
つ
くし

く
悲か

な

し
」
と
、
心
の
裏う

ち

に
婚あ

は
む
と
欲お

も

へ
ど
も
、
其そ

の
亟き

は

め
て
老
い
て
、
婚あ

ひ

を
成
す
こ
と

得
ぬ
こ
と
を
悼い

た

み
て
、
御み

歌う
た

を
賜た

ま

ひ
き
。
其
の
歌
に
曰い

は
く
、

御み

諸も
ろ

の
　
厳い

つ

白か

檮し

が
下も

と

　
白か

檮し

が
下も

と

　
忌ゆ

ゆ々

し
き
か
も

　

白か

檮し

原は
ら

童を
と
め女 

（
九
二
番
歌
）

又
、
歌
ひ
て
曰い

は
く
、

引ひ
け

田た

の
　
若わ

か

栗く
る

栖す

原ば
ら

　
若
く
へ
に

　
率ゐ

寝ね

て
ま
し
も
の

　

老
い
に
け
る
か
も 

（
九
三
番
歌
）

爾し
か

く
し
て
、
赤あ

か

猪ゐ

子こ

が
泣
く
涙な

み
た、

悉
こ
と
ご
とく

其そ

の
服き

た
る
丹に

摺ず
り

の

袖そ
で

を
湿ぬ

ら

し
き
。
其
の
大お

ほ

御み

歌う
た

に
答こ

た

へ
て
、
歌
ひ
て
曰
は
く
、

御み

諸も
ろ

に
　
築つ

く
や
玉た

ま

垣か
き

　
つ
き
余あ

ま

し
　
誰た

に
か
も
依よ

ら

む
　
神か

み

の
宮み

や

人ひ
と

（
九
四
番
歌
）

又
、
歌
ひ
て
曰
は
く
、
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日く
さ
か下

江え

の
　
入い

り

江え

の
蓮は

ち
す　

花は
な

蓮ば
ち
す　

身み

の
盛さ

か

り
人び

と

　
羨と

も

し

き
ろ
か
も 

（
九
五
番
歌
）

爾し
か

く
し
て
、
多あ

ま

た
の
禄

た
ま
ひ
も
のを

其そ

の
老お

み
な女

に
給た

ま

ひ
て
、
返か

へ

し
遣や

り
き
。
故か

れ

、
此こ

の
四よ

つ
の
歌
は
、
志し

都つ

歌う
た

ぞ
。 （「
雄
略
記
」）

Ｄ
、
一
三
番
歌
「
宇
吉
歌
」

　
『
琴
歌
譜
』

　
　
歌
詞　

み
な
そ
そ
く

　
お
み
の
を
と
め

　
ほ
だ
り
と
り

　
か
た
く

と
れ

　
一
説
に
云
ふ

　
と
ら
さ
ね

　
し
た
か
た
く

　
や
か
た

く
と
れ

　
ほ
だ
り
と
ら
す
こ

　
　
所
伝
部
①

　
古
事
記
に
云
は
く
、
大お

ほ

長は
つ

谷せ

若わ
か

建た
け
る

命の
み
こ
と、

朝あ
さ

倉く
ら

の
宮
に
坐ま

し
ま
し
て
天
下
を
治
め
た
ま
ひ
し
時
、
長は

つ
せ谷

の
百も

も

枝え

槻つ
き

の
下

に
て
豊

と
よ
の

楽あ
か
り

為し

た
ま
ひ
き
。
是
の
日
、
亦
、
春か

す
が日

の
遠を

杼ど

比ひ

売め

大お
ほ

御み

酒き

献
り
し
時
、
天
皇
此
の
歌
を
作
り
た
ま
ひ
き
。

　
　
所
伝
部
②

　
一
に
云
は
く
、
大お

ほ

長は
つ

谷せ
の

天す
め
ら

皇み
こ
と

未
だ
位
に
即つ

き
た
ま
は
ざ

る
間
に
、
初
め
兄
坂さ

か

合ひ

部べ
の

黒く
ろ

日ひ

子こ
の

皇み

子こ

と
甥
目ま

よ

弱わ
の

王お
ほ
き
みを

殺

さ
む
と
欲お

も

ほ
し
き
。
此
の
時
二
王
子
遁の

が

れ
行
き
た
ま
ひ
て
葛

か
づ
ら

木き
の

津つ

守も
り

村む
ら

大お
ほ

臣お
み

の
家
に
到
り
て
匿か

く

り
た
ま
ひ
き
。
天
皇
使
ひ

を
遣
は
し
て
乞
ひ
た
ま
ひ
し
か
ど
も
臣
固
く
争
ひ
て
出
し
奉

ら
ざ
り
き
。
二
王
子
と
大
臣
並な

べ

て
殺
す
可べ

し
と
。
此
の
時
大

臣
の
女む

す
め子

韓か
ら

日ひ

女め
の

娘い
ら
つ
め、

注
に
云
は
く
、
即
ち
天
皇
の
妃
也
、

其
の
父
の
殺
さ
る
る
を
見
て
即
ち
哀か

な
し傷

み
て
作
る
歌
て
へ
り
。

　
『
日
本
書
紀
』

　
　
　
な
し

　
『
古
事
記
』

　
是こ

の
豊
楽
の
日
に
、
亦ま

た

、
春か

す
が日

の
袁を

杼ど

比ひ

売め

が
大お

ほ

御み

酒き

を

献た
て
ま
つり

し
時
に
、
天

す
め
ら

皇み
こ
との

歌
ひ
て
曰い

は
く
、

　
水み

な

灌そ
そ

く
　
臣お

み

の
嬢を

と
め子

　
秀ほ

罇だ
り

取
ら
す
も

　
秀
罇
取
り

　
堅か

た

く
取
ら
せ

　
確し

た

堅が
た

く
　
弥や

堅が
た

く
取
ら
せ

　
秀ほ

罇だ
り

取

ら
す
子こ 

（
一
〇
三
番
歌
）

此こ
れ

は
、
宇う

岐き

歌う
た

ぞ
。 

（「
雄
略
記
」）

　
Ｃ
の
所
伝
部
①
は
『
古
事
記
』
と
同
じ
伝
承
で
あ
る
が
、
最
後
に

「
此
の
縁
記
と
歌
異
な
る
也
」
と
あ
り
、
所
伝
部
②
に
他
の
文
献
に

は
見
え
な
い
伝
承
を
掲
載
し
、「
此
縁
記
正
説
に
似
た
り
」
と
記
す
。

　
所
伝
部
①
（
＝
『
古
事
記
』
九
四
番
歌
と
そ
の
所
伝
）
の
も
と
で

解
釈
す
る
と
、

　
（
赤
猪
子
が
）
御
諸
に
玉
垣
を
築
い
て
（
来
臨
す
る
神

（
で
あ
る
天
皇
）
を
待
ち
続
け
）、（
長
年
月
）
待
ち
続
け
す

ぎ
て
（
年
老
い
）、
も
う
神
（
で
あ
る
天
皇
）
の
来
臨
は
望

め
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
先
誰
に
頼
っ
て
生
き
て
い

け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
、
神
（
で
あ
る
天
皇
）
を
待
ち
続
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け
た
私
は
。

と
な
る
が
、
こ
の
解
釈
を
導
く
た
め
に
は
「
玉
垣
を
築
く
＝
神
を
祭

る
こ
と
→
こ
の
文
脈
で
は
雄
略
の
来
臨
を
待
つ
こ
と
」、「
つ
き
余
す

＝
築
き
す
ぎ
る
→
こ
の
文
脈
で
は
待
ち
続
け
て
も
雄
略
の
来
臨
が
な

い
こ
と
」、「
誰
に
か
も
依
ら
む

　
神
の
宮
人
＝
誰
に
依
っ
た
ら
良
い

の
で
あ
ろ
う
か
神
の
宮
人
は
→
こ
の
文
脈
で
は
雄
略
を
待
ち
続
け
て

年
老
い
て
し
ま
っ
た
赤
猪
子
が
誰
に
頼
っ
て
生
き
て
い
け
ば
良
い

か
」
と
い
う
、
歌
と
所
伝
と
の
相
当
な
摺
り
合
わ
せ
が
必
要
と
な
る
。

　
し
か
し
、
所
伝
部
②
の
も
と
で
は
、「
三
輪
山
に
玉
垣
を
築
い
て

神
を
祭
る
が
、
祭
り
き
れ
な
い
。
誰
に
依
ろ
う
か
、
神
の
宮
人
を

（
三
輪
の
神
祭
り
は
誰
に
依
る
べ
き
か
教
え
て
く
だ
さ
い
）」
と
い

う
解
釈
が
無
理
な
く
導
か
れ
る
。

　
Ｄ
の
所
伝
部
①
は
『
古
事
記
』
と
同
じ
伝
承
で
あ
る
が
、
所
伝
部

②
は
「
雄
略
紀
」、「
雄
略
記
」
に
も
見
え
る
雄
略
天
皇
（
即
位
前
）

に
よ
る
葛
木
の
津
守
村
大
臣
（『
日
本
書
紀
』
の
表
記
は
「
円
大
臣
」、

『
古
事
記
』
の
表
記
は
「
都
夫
良
意
美
」、「
都
夫
良
意
富
美
」）
等

の
誅
殺
記
事
を
あ
げ
、
殺
さ
れ
た
大
臣
の
女
で
あ
る
韓
日
女
が
作
っ

た
歌
で
あ
る
と
す
る
。

　
所
伝
部
①
（
＝
『
古
事
記
』
一
〇
三
番
歌
と
そ
の
所
伝
）
の
下
で

解
釈
す
る
と
、

　
〈
水み

な

灌そ
そ

く
〉
臣
下
の
乙
女
が
酒さ

か

甕が
め

を
手
に
お
持
ち
で
す
よ

　

酒
甕
を
持
ち
、
し
っ
か
り
お
持
ち
下
さ
い
。
し
っ
か
り
と
、
い

よ
い
よ
し
っ
か
り
と
お
持
ち
下
さ
い
、
酒さ

か

甕が
め

を
お
持
ち
に
な
る

嬢
子

と
な
る
が
、
こ
の
解
釈
を
導
く
た
め
に
は
、「
水
灌
く
臣
の
嬢
子
＝

水
を
注
ぐ
宮
廷
に
仕
え
る
嬢
子
→
こ
の
文
脈
で
は
雄
略
に
酒
を
注
ぐ

春
日
の
袁
杼
比
売
」
と
い
う
読
み
換
え
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
上
、

天
皇
が
酒
を
注
ぐ
嬢
子
に
対
し
て
「
秀
罇
」
を
「
堅
く
取
ら
せ

　
確

堅
く

　
弥
堅
く
取
ら
せ
」
と
促
す
表
現
に
も
、
な
ぜ
「
堅
く
」
な
の

か
些
か
の
違
和
感
も
残
る
し
、
天
皇
が
嬢
子
に
敬
語
を
用
い
て
い
る

こ
と
も
不
自
然
で
あ
る
。

　
し
か
し
所
伝
部
②
の
下
で
は
、

　
（
な
き
が
ら
に
）
水
を
灌
ぐ
自
分
は
臣
の
を
と
め
（
大
臣

の
女む

す
め

）
で
あ
る
。
匏ひ

さ
ご

を
し
っ
か
り
と
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。

し
っ
か
り
と
、
堅
く
持
ち
な
さ
い
。
匏
を
執
る
大
臣
の
子
よ

と
い
う
解
釈
が
無
理
な
く
導
か
れ
る
。「
み
な
そ
そ
く
」
は
そ
の
ま

ま
「
水
を
注
ぐ
」、「
お
み
の
を
と
め
」
は
「
大
臣
の
女む

す
め」

で
あ
り
、

「
ほ
だ
り
と
り

　
か
た
く
と
れ
」
も
父
の
遺
体
に
水
を
掛
け
る
と
い

う
極
限
状
況
の
自
分
に
言
い
聞
せ
る
表
現
と
し
て
無
理
な
く
理
解
で

き
る
。
焼
き
殺
さ
れ
た11

大
臣
の
娘
が
自
ら
に
言
い
聞
か
せ
る
よ
う
に

気
丈
に
歌
う
歌
と
し
て
自
然
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
ア
の
場
合
と
同
様
に
『
琴
歌
譜
』
一
番
歌
、
一
三
番
歌

が
そ
れ
ぞ
れ
の
所
伝
部
②
に
対
す
る
狭
義
の
物
語
歌11

で
あ
る
た
め
で

あ
る
。
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先
に
述
べ
た
と
お
り
、
Ａ
（
一
九
、
二
〇
番
歌
）、
Ｂ
（
二
一
番

歌
）
は
そ
れ
ぞ
れ
『
日
本
書
紀
』、『
古
事
記
』
両
方
に
同
一
歌
、
同

一
の
所
伝
を
持
つ
が
、
Ｃ
（
一
番
歌
）、
Ｄ
（
一
三
番
歌
）
は
『
古

事
記
』
の
み
に
同
一
所
伝
が
見
え
る
。

　
以
上
見
て
来
た
と
お
り
、『
琴
歌
譜
』
は
『
日
本
書
紀
』
に
同
一

所
伝
を
も
つ
歌
（
Ａ
、
Ｂ
）
に
つ
い
て
は
無
条
件
に
「
日
本
記
云
」

（
一
九
、
二
〇
番
歌
）、「
日
本
記
曰
」（
二
一
番
歌
）
と
し
て
『
日

本
書
紀
』
の
所
伝
を
掲
載
し
、『
古
事
記
』
に
も
同
一
所
伝
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
に
は
触
れ
な
い
。
こ
の
場
合
所
伝
部
は
一
つ

の
み
で
「
日
本
記
云
」、「
日
本
記
曰
」
と
し
て
記
さ
れ
た
所
伝
と
歌

の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
懐
疑
的
な
記
述
は
全
く
見
え
な
い
。

　
一
方
、『
日
本
書
紀
』
に
所
伝
が
な
く
『
古
事
記
』
に
の
み
そ
れ

が
あ
る
場
合
は
、「
古
事
記
云
」
と
し
て
『
古
事
記
』
の
伝
承
を
載

せ
た
上
で
、
全
く
別
の
も
う
一
つ
の
所
伝
を
掲
載
す
る
。
こ
れ
は

『
日
本
書
紀
』、『
古
事
記
』
両
方
に
伝
承
が
あ
る
場
合
と
『
琴
歌

譜
』
の
態
度
が
違
う
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
『
琴
歌
譜
』
は
『
日
本
書
紀
』
に
伝
承
が
な
い
歌
の
場
合
、『
古

事
記
』
の
所
伝
と
歌
の
結
び
つ
き
に
懐
疑
的
で
、
歌
と
一
致
す
る
別

の
所
伝
を
必
ず
掲
載
す
る
。
そ
の
中
で
も
一
番
歌
の
場
合
は
『
古
事

記
』
の
所
伝
に
対
し
て
「
此
の
縁
記
と
歌
異
な
る
也
」
と
明
確
に
否

定
し
た
上
、
次
に
載
せ
た
所
伝
に
つ
い
て
は
「
此
縁
記
正
説
に
似
た

り
」
と
記
す
。
先
述
の
通
り
、
一
番
歌
と
同
所
伝
部
①
（
＝
『
古
事

記
』
九
四
番
歌
、
同
歌
所
伝
）、
一
三
番
歌
と
同
所
伝
部
①
（
＝

『
古
事
記
』
一
〇
三
番
歌
、
同
歌
所
伝
）
は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
伝
部
②

に
比
べ
て
歌
と
物
語
は
ハ
ナ
レ
の
状
態
に
あ
る
。
一
三
番
歌
に
つ
い

て
は
、
一
番
歌
の
と
き
の
よ
う
に
所
伝
部
①
に
対
し
て
肯
定
的
で
所

伝
部
②
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
る
よ
う
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
、

所
伝
部
②
と
比
較
し
て
所
伝
部
①
の
歌
と
所
伝
が
ハ
ナ
レ
の
状
態
に

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
『
琴
歌
譜
』
は
一
番
歌
の
所
伝
部
①
に
「
此
の
縁
記
と
歌
異
な
る

也
」、
所
伝
部
②
に
「
此
縁
記
正
説
に
似
た
り
」
と
記
す
よ
う
に
、

『
日
本
書
紀
』
に
同
一
歌
が
な
く
『
古
事
記
』
に
の
み
に
そ
れ
が
あ

る
場
合
、『
古
事
記
』
の
伝
承
が
歌
と
ハ
ナ
レ
て
い
る
こ
と
を
指
摘

し
、
ツ
キ
の
状
態
の
所
伝
を
所
伝
部
②
に
記
載
す
る
の
で
あ
る
。

『
琴
歌
譜
』
所
載
歌
の
う
ち
、『
日
本
書
紀
』
に
も
同
一
歌
が
あ
る

場
合
、
所
伝
と
歌
は
ツ
キ
の
状
態
で
あ
る
が
、『
古
事
記
』
の
み
に

同
一
歌
が
あ
る
場
合
、
そ
の
所
伝
は
必
ず
歌
と
ハ
ナ
レ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
事
実
は
、『
琴
歌
譜
』
の
『
日
本
書
紀
』
と
『
古
事
記
』

に
対
す
る
態
度
、
所
伝
と
歌
に
対
す
る
鋭
い
意
識
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
一
番
歌
、
一
三
番
歌
と
そ
れ
ぞ
れ
の
所
伝
部
①
、
②
に
つ

い
て
の
詳
細
な
分
析
は
、
拙
稿
「『
琴
歌
譜
』一
番
歌
と
縁
記11

」、
同

「
古
事
記
歌
謡
論1（

」、
同
「『
琴
歌
譜
』一
三
番
歌
と
縁
記11

」、
同
「
歌

謡
と
芸
能11

」、
同
「「
独
立
歌
謡
の
出
自
─
宮
廷
歌
謡
転
用
の
可
能
性

─11

」
に
詳
述
し
た
の
で
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
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五
、
結
論
と
今
後
の
方
向

　
以
上
の
考
察
か
ら
『
琴
歌
譜
』
所
伝
部
の
記
述
原
則
、
記
述
意
識

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
『
琴
歌
譜
』
は
『
日
本
書
紀
』、『
古
事
記
』
両
方
に
見
え
る
歌
三

首
、『
古
事
記
』
の
み
に
見
え
る
歌
二
首
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
そ

れ
ら
の
歌
に
は
必
ず
所
伝
部
を
附
す
。

②
『
琴
歌
譜
』
所
載
歌
の
う
ち
『
日
本
書
紀
』
に
同
一
歌
が
あ
る
も

の
は
『
古
事
記
』
に
も
同
一
歌
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
『
琴
歌
譜
』

は
『
日
本
書
紀
』
の
所
伝
の
み
を
掲
載
し
、『
古
事
記
』
の
当
該
所

伝
に
は
触
れ
な
い
。『
琴
歌
譜
』
に
記
さ
れ
た
『
日
本
書
紀
』
の
所

伝
（
＝
『
琴
歌
譜
』
所
伝
部
）
は
例
外
な
く
歌
と
ツ
キ
で
あ
る
。

③
『
琴
歌
譜
』
所
載
歌
の
う
ち
『
古
事
記
』
に
の
み
同
一
歌
が
あ
る

場
合
、『
琴
歌
譜
』
は
所
伝
部
①
に
「
古
事
記
云
」
と
し
て
古
事
記

の
要
約
を
記
す
が
、
そ
れ
ら
は
必
ず
歌
と
ハ
ナ
レ
た
伝
承
で
あ
り
、

所
伝
部
②
に
「
一
説
云
」「
一
云
」
と
し
て
ツ
キ
の
所
伝
を
記
す
。

④
一
番
歌
所
伝
部
の
「
此
の
縁
記
と
歌
異
な
る
也
」、「
此
縁
記
正
説

に
似
た
り
」
と
い
う
表
現
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、『
琴
歌
譜
』
の

所
伝
部
は
、
歌
と
所
伝
の
結
び
つ
き
に
対
す
る
強
い
関
心
、
検
証
的

態
度
を
も
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
右
の
結
論
を
ふ
ま
え
た
上
で
『
琴
歌
譜
』
所
伝
部
か
ら
読
み
取
る

べ
き
よ
り
重
要
な
こ
と
を
左
に
記
し
て
本
稿
を
閉
じ
た
い
。

　
「
記
紀
の
（
中
略
）
物
語
に
見
え
る
歌
な
ど
は
、
そ
こ
に
記
さ
れ

て
あ
る
や
う
な
場
合
に
よ
ま
れ
た
も
の
で
無
い
の
が
多
い11

」
と
い
う

視
点
や
、「
歌
を
（
中
略
）
記
紀
の
所
伝
（
中
略
）
か
ら
解
放11

」
す

る
と
い
う
考
え
方
は
二
〇
世
紀
以
降
の
上
代
歌
謡
研
究
の
進
展
の
中

で
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
前
近
代
に
お
い
て
は
『
日
本
書
紀
』、『
古

事
記
』
の
中
の
歌
は
そ
の
所
伝
と
一
体
で
解
釈
す
る
こ
と
に
疑
問
は

な
か
っ
た
と
い
う
の
が
上
代
歌
謡
研
究
史
の
通
説
的
な
見
解
で
あ
ろ

う
。

　
し
か
し
、
今
回
『
琴
歌
譜
』
の
所
伝
部
の
分
析
に
よ
っ
て
得
ら
れ

た
結
論
は
、
す
で
に
平
安
時
代
前
期
の
大
歌
師
の
意
識
の
中
に
、
歌

と
所
伝
の
結
び
つ
き
は
唯
一
無
二
の
も
の
で
な
い
と
す
る
発
想
が
あ

り
、
そ
れ
ら
の
結
び
つ
き
を
深
く
考
究
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
あ
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。『
琴
歌
譜
』
は
『
日
本
書
紀
』

の
所
伝
と
歌
の
結
び
つ
き
に
は
疑
義
を
挟
む
こ
と
が
な
い
も
の
の
、

『
古
事
記
』
の
所
伝
と
歌
の
結
び
つ
き
を
自
明
の
も
の
と
は
せ
ず
、

よ
り
歌
と
適
合
し
た
内
容
の
所
伝
部
を
提
示
す
る
。
平
安
時
代
前
期

の
大
歌
所
は
、
歌
は
複
数
の
所
伝
と
結
び
つ
く
と
い
う
現
象
を
既
に

認
識
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
な
お
、『
琴
歌
譜
』
に
所
伝
部
が
附
さ
れ
た
歌
は
、『
日
本
書
紀
』、

『
古
事
記
』
に
見
え
る
歌
以
外
に
も
三
首
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
、
こ

れ
ら
の
歌
と
所
伝
部
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
ま
た
、『
琴
歌
譜
』
所
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載
歌
の
多
く
を
占
め
る
所
伝
部
を
も
た
な
い
歌
の
特
性
に
つ
い
て
も

統
一
的
な
説
明
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
説
得

力
の
あ
る
結
論
に
は
到
達
し
て
い
な
い
。
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
論
じ

た
い
。

注１ 

京
都
文
化
博
物
館
学
芸
第
二
課
植
山
茂
・
鈴
木
忠
司
編
『
都
の
音
色
─

京
洛
音
楽
文
化
の
歴
史
展
─
』（
二
〇
〇
二
年
四
月
六
日
～
同
年
五
月

一
二
日
、
京
都
文
化
博
物
館
に
於
い
て
行
わ
れ
た
「
都
の
音
色
─
京
洛

音
楽
文
化
の
歴
史
展
─
」
図
録
）、
二
〇
〇
二
年
、
京
都
文
化
博
物
館
、

一
四
三
頁
「
琴
歌
譜
」
項
目
（
当
該
部
分
執
筆
は
植
山
茂
）
に
よ
る
。

２ 

山
田
孝
雄
、
橋
本
進
吉
「
近
衛
公
爵
所
蔵
琴
歌
譜
解
説
」（『
琴
歌
譜
』

一
九
二
七
年
、
古
典
保
存
会
）
は
、
詳
細
な
形
状
、
寸
法
等
を
「
こ
の

書
は
巻
子
本
に
し
て
表
紙
な
く
軸
な
し
。
紙
の
高
さ
九
寸
四
分
、
天
地

及
行
毎
に
墨
界
を
施
せ
る
楮
紙
九
葉
に
墨
書
せ
る
も
の
に
し
て
、
別
に
、

天
地
に
の
み
墨
界
を
施
せ
る
白
紙
の
切
を
巻
初
に
附
せ
り
。
こ
の
一
紙

は
破
損
甚
し
く
形
不
整
な
る
が
、
高
さ
九
寸
四
分
、
幅
広
き
と
こ
ろ
に

て
三
寸
九
分
あ
り
。
紙
質
は
本
文
の
部
と
同
様
に
見
ゆ
。
本
文
第
一
紙

は
幅
一
尺
六
分
四
寸
に
し
て
二
十
五
行
あ
り
。
第
二
紙
は
一
尺
七
寸
二

分
、
第
三
紙
よ
り
第
八
紙
ま
で
は
毎
紙
一
尺
七
寸
二
分
五
厘
（
第
七
紙

の
み
は
一
尺
七
寸
三
分
五
厘
）
に
し
て
各
二
十
六
行
あ
り
。
第
九
紙
は

八
寸
に
し
て
十
二
行
余
あ
り
。」
と
記
す
。

３ 

神
野
富
一
『
ヨ
ム
・
ウ
タ
フ
・
琴
歌

　
万
葉
歌
古
代
歌
謡
論
攷
』
二
〇

一
九
年
、
翰
林
書
房
。
初
出
は
『
国
語
と
国
文
学
』
第
七
五
巻
第
五
号
、

一
九
九
八
年
五
月
、
原
題
同
じ
。
な
お
同
「
琴
歌
譜
の
成
立
過
程
」

（
同
書
所
収
、
初
出
は
『
万
葉
』
第
一
六
四
号
、
一
九
九
八
年
一
月
、

原
題
同
じ
）
で
は
「
平
安
初
期
頃
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
」
と
す

る
。
佐
佐
木
信
綱
は
「
平
安
朝
初
期
頃
の
も
の
と
思
は
れ
る
」（
同

「
新
た
に
知
ら
れ
た
る
上
代
の
歌
謡
に
就
い
て
」（『
芸
文
』
第
拾
六
年

第
一
号
、
一
九
二
五
年
一
月
））
と
す
る
。

４ 

土
橋
寛
『
古
代
歌
謡
の
生
態
と
構
造

　
土
橋
寛
論
文
集

　
中
』
一
九
八

八
年
、
塙
書
房
。
初
出
は
『
陽
明
叢
書
国
書
篇
第
八
輯

　
古
楽
古
歌
謡

集
』
一
九
七
八
年
、
思
文
閣
出
版
。
な
お
、
初
出
で
は
「
弘
仁
年
間
」

と
す
る
。

５ 

注
（
１
）
前
掲
書
、
同
頁
、
同
項
目

６ 

『
帝
塚
山
学
院
短
期
大
学
研
究
年
報
』
第
七
号
、
一
九
五
九
年
一
一
月

７ 

賀
古
明
『
琴
歌
譜
新
論
』
一
九
八
五
年
、
風
間
書
房
。
初
出
は
『
季
刊

文
学
・
語
学
』
第
五
〇
号
、
一
九
六
八
年
一
二
月
、
原
題
同
じ
。

８ 

『
芸
文
』
第
拾
六
年
第
壱
号
、
一
九
二
五
年
一
月

９ 

武
田
祐
吉
『
続
万
葉
集
』
一
九
二
六
年
、
古
今
書
院
、
一
六
頁

10 

注
（
２
）
前
掲
書

11 

注
（
７
）
前
掲
書

12 

『
甲
南
国
文
』
第
四
三
～
四
六
号
、
一
九
九
六
年
三
月
～
一
九
九
九
年

三
月

13 

注
（
３
）
前
掲
書

14 

島
田
晴
子
『
琴
歌
譜
か
ら
』
二
〇
二
一
年
、
私
家
版

15 

一
九
九
八
年
ま
で
の
『
琴
歌
譜
』
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
増
田
修
・
横

山
妙
子
「『
琴
歌
譜
』
研
究
・
参
考
文
献
目
録
」（
増
田
修
「
研
究
史
・

『
琴
歌
譜
』
に
記
さ
れ
た
楽
譜
の
解
読
と
和
琴
の
祖
型
─
附
・『
琴
歌

譜
』
研
究
・
参
考
文
献
目
録
─
」、『
芸
能
史
研
究
』
第
一
四
四
号
、
一

九
九
九
年
一
月
）
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

16 

山
口
庄
司
「
弥
生
・
古
墳
時
代
の
琴
箏
と
音
楽
（
下
）」（『
季
刊
邦
楽
』
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第
五
九
号
、
一
九
八
九
年
六
月
）

17 
藍
川
由
美
『
世
界
最
古
の
「
う
た
」
を
も
と
め
て

　
『
古
事
記
』
編
纂

千
三
百
年
に
甦
る
古
代
の
う
た
『
琴
歌
譜
』』
二
〇
一
二
年
、
カ
メ

ラ
ー
タ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ

18 

佐
佐
木
信
綱
、
注
（
3
）
前
掲
論
文

19 

武
田
祐
吉
『
上
代
日
本
文
学
史
』
一
九
三
〇
年
、
博
文
館
、
三
六
五
頁

20 

木
本
通
房
『
上
代
歌
謡
詳
解
』
一
九
四
二
年
、
東
京
武
蔵
野
書
院
、
一

五
一
頁

21 

土
橋
寛
・
小
西
甚
一
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
３

　
古
代
歌
謡
集
』

一
九
五
七
年
、
岩
波
書
店
（
一
九
八
三
年
、
初
版
第
二
七
刷
、
二
八
二

頁
）

22 

賀
古
明
「
琴
歌
譜
の
有
縁
起
歌
」（
注
（
７
）
前
掲
書
。
初
出
は
『
国

学
院
雑
誌
』
第
五
七
巻
第
三
号
、
一
九
五
六
年
六
月
、
原
題
同
じ
）

23 

神
野
富
一
・
武
部
智
子
・
田
中
裕
恵
・
福
原
佐
知
子
「
琴
歌
譜

　
注
釈

稿
（
一
）」（『
甲
南
国
文
』
第
四
三
号
、
一
九
九
六
年
三
月
）、
同
「
同

（
三
）」（
同
第
四
五
号
、
一
九
九
八
年
三
月
）、
同
「
同
（
四
）」（
同

第
四
六
号
、
一
九
九
九
年
三
月
）

24 

神
野
富
一
「
琴
歌
譜
の
成
立
過
程
」（
同
、
注
（
3
）
前
掲
書
。
初
出

は
『
万
葉
』
第
一
六
四
号
、
一
九
九
八
年
一
月
、
原
題
同
じ
）

25 

注
（
２
）
前
掲
解
説

26 

武
田
祐
吉
『
記
紀
歌
謡
集
全
講
』
一
九
五
六
年
、
明
治
書
院
、
三
八
八

頁

27 

同
右
、
同
頁

28 

同
右
、
三
九
〇
頁

29 

島
田
晴
子
「
琴
歌
譜
の
『
縁
記
』
と
『
縁
起
』」（
注
14
前
掲
書
）

30 

日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
に
「
縁
起
」
は
「
社
寺
、
仏
像
、
宝
物
な

ど
の
由
来
、
ま
た
は
霊
験
な
ど
の
伝
説
。
ま
た
、
そ
れ
を
記
し
た
文

書
。」
と
あ
る
。（https://japanknow

ledge.com
/psnl/display/?l

id=20020082bbbcoT
7CA

3kD

（
二
〇
二
三
年
九
月
二
八
日
参
照
）

31 

都
倉
義
孝
「『
歌
謡
物
語
』
論
」（
同
『
古
事
記

　
古
代
王
権
の
語
り
の

仕
組
み
』
一
九
九
五
年
、
有
精
堂
出
版
）

32 

『
琴
歌
譜
』、『
日
本
書
紀
』、『
古
事
記
』
の
歌
は
そ
れ
ぞ
れ
厳
密
に
み

る
と
微
細
な
歌
詞
の
異
同
が
あ
り
、
一
字
一
句
ま
で
同
じ
で
は
な
い
が
、

『
琴
歌
譜
』
の
所
伝
部
が
「
日
本
記
云
」、「
古
事
記
云
」
等
と
し
て
当

該
歌
の
『
日
本
書
紀
』、『
古
事
記
』
記
載
部
分
を
あ
げ
て
い
る
こ
と
、

歌
意
や
表
現
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
論
述
上
同
一

歌
と
し
て
扱
う
。

33 

「『
琴
歌
譜
』
所
載
歌
『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』
歌
謡
所
伝
部
対
応
表
」

の
歌
番
号
は
「
二
一
」
ま
で
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
大
直
備
歌
」
に
歌

番
号
の
典
拠
（（
凡
例
）
参
照
）
が
番
号
を
振
っ
て
い
な
い
た
め
で
あ

る
。

34 

注
（
32
）
で
「
同
一
歌
」
に
つ
い
て
の
本
稿
の
姿
勢
を
記
し
た
が
、

「
同
一
所
伝
」
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
微
細
な
異
動
が
あ
っ
て
も
概
ね

同
じ
所
伝
で
、
そ
の
所
伝
中
に
同
一
歌
が
あ
る
場
合
、
論
述
上
同
一
所

伝
と
し
て
扱
う
。

35 

「
日
本
記
」
が
『
日
本
書
紀
』
で
あ
る
こ
と
は
、『
琴
歌
譜
』
二
一
番
歌

の
所
伝
部
に
見
え
る
「
悒
懐
少
息
」
と
、
同
様
の
所
伝
を
記
し
た
「
允

恭
紀
」
二
三
年
三
月
七
日
条
の
「
悒
懐
少
息
」
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
。『
琴
歌
譜
』
が
「
日
本
記
」
と
表
記
す
る
書
物
は

『
日
本
書
紀
』
の
こ
と
で
あ
る
。
同
様
に
二
番
歌
の
所
伝
部
に
記
さ
れ

た
「
日
本
古
事
記
」
は
『
日
本
書
紀
』
と
『
古
事
記
』
の
こ
と
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

36 

『
琴
歌
譜
』
の
所
伝
部
は
す
べ
て
大
字
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、（

　
　
）

内
（「
古
歌
抄
に
云
」
以
下
）
は
小
字
で
記
さ
れ
て
お
り
、
大
字
「
日
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本
記
に
曰
は
く
…
…
」
の
所
伝
部
に
対
す
る
別
の
所
伝
部
と
い
う
よ
り
、

「
古
歌
抄
の
所
伝
を
附
記
す
る
」
と
い
う
程
度
の
も
の
と
見
て
お
く
。

37 
土
橋
寛
は
『
古
代
歌
謡
の
世
界
』（
一
九
六
八
年
、
塙
書
房
（
一
九
八

四
年
、
初
版
第
八
刷
））
の
中
で
、「
記
紀
の
歌
の
中
に
は
（
中
略
）
初

め
か
ら
作
中
人
物
の
歌
と
し
て
、
物
語
の
述
作
者
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

『
物
語
歌
』
も
あ
る
」
と
し
、
そ
れ
を
「
狭
義
の
物
語
歌
」
と
し
て

「
独
立
歌
謡
」
と
区
別
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
（
同
書
一
六
～
一
七

頁
）、
本
稿
で
は
歌
が
『
琴
歌
譜
』
撰
録
時
に
記
さ
れ
た
所
伝
と
最
初

か
ら
一
体
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
意
味
で
こ
の
用
語
を
用
い
て
い
る
。

38 

所
伝
部
②
で
は
「
被
殺
（
殺
さ
る
る
）」
と
あ
り
「
焼
き
殺
さ
れ
た
」

と
い
う
表
現
は
な
い
が
、『
日
本
書
紀
』
に
「
天
皇
、
許ゆ

る

さ
ず
し
て
、

火ひ

を
縦は

な

ち
宅
を
燔や

き
た
ま
ふ
」（「
雄
略
即
位
前
紀
」
三
年
八
月
条
）
と

あ
る
。『
琴
歌
譜
』
が
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る
平
安
時
代
前
期
に
も
日

本
紀
講
筵
が
行
わ
れ
て
お
り
（『
釈
日
本
紀
』
巻
第
一
に
「
日
本
紀
講

例
康
保
二
年
外
記
勘
申

　
村
上

　
　
　
　

　
（
中
略
）
養
老
五
年
（
中
略
）
弘
仁
三
年
…
…
」

と
見
え
る
）、『
琴
歌
譜
』
の
享
受
層
に
と
っ
て
『
日
本
書
紀
』
の
伝
え

る
円
大
臣
誅
殺
の
場
面
は
共
通
の
理
解
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
容
易
に

想
定
で
き
る
。

39 

注
（
37
）
に
同
じ

40 

藤
原
享
和
『
古
代
宮
廷
儀
礼
と
歌
謡
』
二
〇
〇
七
年
、
お
う
ふ
う
。
初

出
は
『
同
志
社
国
文
学
』
第
五
七
号
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
、
原
題
同

じ
。

41 

藤
原
享
和
『
上
代
歌
謡
と
儀
礼
の
表
現
』
二
〇
二
一
年
、
和
泉
書
院
。

初
出
は
瀬
間
正
之
編
『「
記
紀
」
の
可
能
性
』（
古
代
文
学
と
隣
接
諸
学 

10
）
二
〇
一
八
年
、
竹
林
舎
、
原
題
同
じ
。

42 

『
文
学
・
語
学
』
第
二
二
八
号
、
二
〇
二
〇
年
四
月

43 

藤
原
享
和

　
注
（
41
）
前
掲
書

44 

『
歌
謡 

研
究
と
資
料
』
第
一
五
号
、
二
〇
二
二
年
十
一
月

45 

津
田
左
右
吉
『
神
代
史
の
新
し
い
研
究
』
一
九
一
三
年
、
二
松
堂
書
店

（『
津
田
左
右
吉
全
集

　
別
巻
第
一

　
神
代
史
の
新
し
い
研
究

　
古
事

記
及
び
日
本
書
紀
の
新
研
究
』
一
九
六
六
年
、
岩
波
書
店
、
一
七
頁
）

46 

高
木
市
之
助
「
古
代
民
謡
史
論
」（
同
『
吉
野
の
鮎
』
一
九
四
一
年
、

岩
波
書
店
（
一
九
九
三
年
初
版
第
九
刷
）、
初
出
は
同
『
岩
波
講
座

　

日
本
文
学

　
古
代
民
謡
史
論
』
一
九
三
二
年
、
岩
波
書
店
）

（
使
用
テ
キ
ス
ト
等
）

『
古
事
記
』
…
…
山
口
佳
紀
・
神
野
志
隆
光
『
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
１

　
古
事
記
』
一
九
九
七
年
（
二
〇
〇
一
年
、
第
四
刷
）

『
日
本
書
紀
』
…
…
小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
、
西
宮
一
民
、
蔵
中

進
、
毛
利
正
守
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
２

　
日
本
書
紀
①
』
一

九
九
四
年
、
小
学
館
（
二
〇
〇
三
年
、
第
三
刷
）、
同
『
同
３

　
同

②
』
一
九
九
六
年
、
同
（
二
〇
〇
二
年
、
第
四
刷
）

『
琴
歌
譜
』
…
…
影
印
（『
琴
歌
譜
』
一
九
二
七
年
、
古
典
保
存
会
）

に
よ
り
藤
原
が
翻
刻
し
た
。
歌
詞
及
び
所
伝
部
の
訓
読
も
藤
原
に
よ

る
。

『
釈
日
本
紀
』
…
…
黒
板
勝
美
『
新
訂
増
補
国
史
大
系

　
巻
第
八

　

日
本
書
紀
私
記

　
釈
日
本
紀

　
日
本
逸
史
』
一
九
三
二
年
（
一
九
九

九
年
新
装
版
第
一
刷
）

（
凡
例
）

　
・ 『
日
本
書
紀
』、『
古
事
記
』、『
琴
歌
譜
』
の
歌
番
号
は
土
橋
寛
・

小
西
甚
一
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
３

　
古
代
歌
謡
集
』
一
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九
五
七
年
、
岩
波
書
店
（
一
九
八
三
年
、
第
二
七
刷
）
に
よ
っ

た
。

　
・ 
漢
字
は
引
用
で
あ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
原
則
と
し
て
現
在
通
行

の
字
体
を
用
い
た
。

　
・ 

文
献
の
引
用
や
参
照
に
際
し
て
初
版
（
初
刷
）
本
以
外
を
用
い

た
場
合
は
、
初
版
（
初
刷
）の
発
行
年
の
ほ
か
（

　
　
）
内
に
当

該
版
（
刷
）
の
発
行
年
、
版
（
刷
）
を
示
し
た
。
初
版
（
初

刷
）
本
を
用
い
た
場
合
は
そ
の
発
行
年
の
み
を
記
し
た
。

　
・ 

客
観
的
な
記
述
を
担
保
す
る
た
め
、
研
究
者
名
の
敬
称
を
省
い

た
。

（
註
）

　
原
本
の
発
見
さ
れ
て
い
な
い
文
献
の
場
合
は
、
諸
写
本
を
校
合
し

た
文
字
列
を
「
校
訂
本
文
」
と
し
て
掲
げ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、

『
琴
歌
譜
』
の
場
合
は
発
見
さ
れ
て
い
る
写
本
が
一
本
の
み
で
、

「
校
訂
本
文
」
は
存
在
し
得
な
い
。
本
稿
で
用
い
た
「
原
文
」
と
い

う
表
現
は
「
訓
読
文
」
に
対
し
て
（
写
本
の
）「
原
文
」
と
い
う
意

で
あ
る
。


